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中
島
町
笠
師

秋
空
に
、
白
壁
が
映
え
る
建
物
。
漆
喰

し
っ
く
い

で
仕
上
げ
ら
れ
た
重
厚
な
壁
と
黒
い
瓦
屋

根
。
刈
り
取
り
の
終
え
た
田
に
杉
林
。
日

本
ら
し
い
情
緒
あ
ふ
れ
る
風
景
が
広
が
る
。

七
尾
西
湾
ヘ
そ
そ
ぐ
笠
師
川
沿
い
に
細

長
く
の
び
る
中
島
町
笠
師
。

「
笠
師
」
の
名
は
、
菅
忍

す
が
お
し

比
　
ひ

め

神
社

じ
ん
じ
ゃ

の

祭
神

さ
い
し
ん

千
々
ち

ぢ

姫
ひ
め
の

命
み
こ
と

が
、
菅
笠

す
げ
が
さ

を
編
む
業
を
伝

え
た
こ
と
に
由
来
し
て
い
る
そ
う
で
、

「
笠
師
の
祭
り
の
日
に
雨
が
よ
く
降
る
の

は
、
笠
が
売
れ
る
よ
う
に
と
の
神
様
の
お

は
か
ら
い
で
あ
る
。」
と
の
言
い
伝
え
も

残
る
。

ま
た
、
笠
師
に
は
10
を
越
え
る
神
社
・

社
や
し
ろ

が
あ
る
宮み
や

の
多
い
町
で
あ
る
。

上
流
か
ら
上
笠
師
、
中
笠
師
、
下
笠
師

と
続
く
集
落
の
家
々
の
ほ
と
ん
ど
は
、
平

野
と
山
が
接
す
る
山
際
に
建
ち
並
ん
で
い

る
。
平
野
の
多
く
を
農
地
と
す
る
た
め
に
、

こ
の
よ
う
な
配
置
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
家
屋
の
手
前
に
田
、
背
後
に
杉
林
と

い
う
配
置
は
、
落
ち
着
い
た
印
象
を
与
え

て
く
れ
る
。

三み

つ
棟む
ね

そ
ろ
っ
た
民
家

こ
の
地
域
に
は
、
「
母
屋
」
「
納
屋
」

「
土
蔵
」
の
３
棟
１
組
の
農
家
ら
し
い
佇

た
た
ず

ま
い
が
多
く
残
る
。

か
つ
て
、「
三
つ
棟
そ
ろ
う
」
こ
と
が

農
家
と
し
て
の
ス
テ
ー
タ
ス
シ
ン
ボ
ル
と

な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
昭
和
30
年
代
に

土
蔵
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
造
ら
れ
「
三
つ
棟
そ

ろ
っ
た
農
家
」
が
増
え
た
そ
う
で
あ
る
。

三
つ
棟
の
中
心
で
あ
る
母
屋
は
、
こ
の

辺
り
に
腕
の
い
い
大
工
と
そ
の
弟
子
が
住

ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
ど
っ
し
り
と
し
た

造
り
の
家
建

や

だ

て
の
い
い
も
の
が
多
く
残

る
。納

屋
は
、
も
と
も
と
農
作
業
に
使
わ
れ

た
牛
馬
の
た
め
の

厩
う
ま
や

と
し
て
使
わ
れ

て
い
た
も
の
も
あ
り
、
今
で
も
牛
馬
を
つ

な
ぐ

釘

が
残
さ
れ
て
い
る
。

牛
馬
の
い
な
く
な
っ
た
今
日
、
納
屋
は

農
業
機
械
倉
庫
や
車
庫
と
し
て
使
わ
れ
る

こ
と
が
多
い
。
牛
馬
が
農
業
機
械
・
車
に

変
り
、
納
屋
が
現
代
の

厩

と
し
て
使

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
は
、
な
か

な
か
感
慨
深
い
も
の
が
あ
る
。

白
壁
の
土
蔵

中
で
も
最
も
目
を
引
く
の
は
、
漆
喰
仕

上
げ
の
土
蔵
で
あ
る
。

土
蔵
は
頑
丈
で
、
火
に
強
く
、
湿
度
の

調
整
が
で
き
、
夏
涼
し
く
冬
暖
か
い
構
造

を
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
特
性
を
い
か
し
、

大
切
な
家
財
を
火
災
や
盗
難
か
ら
守
り
、

安
全
に
保
管
す
る
こ
と
が
で
き
る
建
物

で
、
物
置
と
は
少
し
違
っ
た
も
の
と
し
て

使
わ
れ
て
き
た
。

漆
喰
塗
り
の
壁
に
施
さ
れ
た
鏝こ

て

絵え

で
描

か
れ
た
雲
形

く
も
が
た

や

水

の
文
字
は
、
こ
う

し
た
大
切
な
家
財
道
具
を
火
事
か
ら
守
る

よ
う
に
と
願
っ
て
施
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
土
蔵
は
、
母
屋
の
前
、
道
路

側
に
配
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
た
め
で
あ
ろ

う
か
、
家
紋
や
願
い
を
込
め
た
鏝
絵
の
レ

リ
ー
フ
（
龍
＝
出
世
、
鶴
亀
＝
繁
栄
な
ど
）

で
化
粧
さ
れ
て
い
る
も
の
も
多
く
見
か
け

る
。こ

の
漆
喰
塗
り
は
、
土
蔵
の
見
栄
え
を

良
く
す
る
と
と
も
に
耐
久
性
が
増
す
効
果

が
あ
り
、
と
て
も
よ
く
考
え
ら
れ
た
工
法

で
あ
る
。

⑬
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唐島

七尾西湾

かさしほ駅

こ
の
よ
う
な
３
棟
で
構
成
さ
れ
る
民
家

が
、
適
度
な
間
隔
を
保
ち
点
在
す
る
風
景

は
、
素
朴
さ
に
加
え
風
格
さ
え
も
漂
わ
せ

て
い
る
。

昔
か
ら
民
家
は
、
そ
の
土
地
の
風
土
と

伝
統
に
支
え
ら
れ
、
実
用
に
供
さ
れ
な
が

ら
地
域
独
自
の
進
化
を
と
げ
、
磨
き
こ
ま

れ
て
き
た
。
長
い
時
間
を
か
け
自
然
と
調

和
し
た
姿
は
と
て
も
貴
重
な
も
の
に
な
っ

て
い
る
。

民
家
に
蓄
積
さ
れ
た
地
域
文
化
が
、
こ

れ
か
ら
も
失
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
伝
わ
っ

て
い
く
こ
と
を
切
に
願
う
。

中島町笠師
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氏
は
、
昭
和
46
年
か
ら
５
年
間
、
袖
ケ

江
公
民
館
長
と
し
て
「
協
議
と
調
和
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
ジ
ュ
ニ
ア
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

開
設
等
、
子
ど
も
の
校
外
学
習
活
動
と
子

供
会
育
成
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
48
年
３
月
に
発
足
さ
れ
た
七
尾
海

洋
少
年
団
の
運
営
に
お
い
て
は
、
そ
の
熱

意
に
よ
り
県
下
最
大
に
発
展
さ
せ
、
海
事

思
想
の
普
及
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
昭
和
48
年
か
ら
海
洋
少
年
団

日
本
海
中
部
地
区
連
盟
理
事
、
副
会
長
、

会
長
お
よ
び
海
洋
少
年
団
石
川
連
盟
の
副

会
長
、
会
長
を
歴
任
、
内
灘
、
羽
咋
に
お

け
る
新
海
洋
少
年
団
結
成
に
協
力
さ
れ
る

な
ど
、
連
盟
の
適
切
な
事
業
の
推
進
に
、

寄
与
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。

昭
和
51
年
か
ら
約
８
年
間
、
七
尾
市
社

会
教
育
委
員
に
就
任
、
卓
越
し
た
見
識
と

実
行
力
は
、
親
善
都
市
丸
亀
市
と
の
少
年

団
体
交
流
の
実
現
、
ち
び
っ
こ
広
場
、
洋

上
セ
ミ
ナ
ー
実
施
等
を
推
進
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ら
、
氏
の
熱
心
な
努
力
の
積
み

重
ね
に
よ
る
功
績
は
、
県
内
屈
指
の
社
会

教
育
活
動
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
石
川
県
社
会
教
育
委
員
協
議

会
理
事
、
副
会
長
を
歴
任
、
昭
和
58
年
４

月
よ
り
現
在
に
い
た
る
ま
で
、
石
川
県
社

会
教
育
協
会
理
事
、
参
与
と
し
て
社
会
教

育
の
充
実
、振
興
に
努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
、
七
尾
商
工
会
議
所
議
員
と

し
て
環
境
問
題
委
員
長
、
地
域
開
発
委
員

長
を
歴
任
し
、
道
路
網
整
備
、
電
源
立
地

の
推
進
な
ど
地
域
の
諸
問
題
解
決
に
向
け

尽
力
さ
れ
、
停
滞
し
て
い
た
地
域
経
済
浮

上
の
役
割
を
担
う
な
ど
地
場
産
業
や
地
域

社
会
に
お
け
る
功
績
も
誠
に
大
き
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
社
会
教
育
活
動
お
よ
び
地
域

経
済
活
動
の
発
展
、
振
興
に
つ
く
さ
れ
た

氏
の
ご
功
績
は
、
誠
に
顕
著
で
あ
り
、
高

く
評
価
さ
れ
る
も
の
で
す
。

4

平成17年度

七尾市文化産業賞
受賞者

「七尾市文化産業賞」は、11月３日に本市の文化産
業の振興・発展に関して特に功績の顕著な個人、団体に
贈られ、その功績等をたたえて広く知らせるものです。
受賞者は、町会連合会、公民館、その他関係団体から

の推薦を受けたものの中から、文化産業賞受賞者選考委
員会によって選考されます。
本年度は３名の方が受賞されました。

林
はやし

秀
しゅう

一
い ち

氏（82歳）

南ヶ丘町

社会教育活動および地域経済活動の

発展、振興につくされる。

文化産業賞選考委員会
市長が委嘱する委員（市内の公共的
団体等の代表者、文化及び産業に関
し高い識見を有する者、市議会議
員）、10人以内で組織されます。

平成17年度

七尾市文化産業賞
受賞者
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氏
は
、
昭
和
28
年
崎
山
村
立
崎
山
中
学

校
勤
務
を
初
任
地
に
教
職
の
道
に
進
ま

れ
、
平
成
元
年
七
尾
市
立
北
星
小
学
校
長
を

最
後
に
退
職
さ
れ
る
ま
で
、
一
貫
し
て
地
方

教
育
の
充
実
と
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

音
楽
文
化
面
に
情
熱
を
持
っ
た
氏
は
、

昭
和
42
年
に
七
尾
市
音
楽
教
育
研
究
会
を

結
成
、
昭
和
46
年
に
は
、
音
楽
10
団
体
連

合
で
結
成
さ
れ
た
七
尾
市
音
楽
文
化
協
会

の
事
務
局
長
と
し
て
運
営
に
あ
た
り
、
以

後
、
組
織
の
発
展
、
市
の
音
楽
文
化
活
動

の
振
興
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

同
組
織
が
発
展
的
に
解
消
、
新
た
に
組
織

さ
れ
た
七
尾
市
文
化
協
会
に
お
い
て
も
、

組
織
運
営
に
尽
力
さ
れ
、
文
化
活
動
の
充

実
に
向
け
た
取
り
組
み
を
精
力
的
に
進
め

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、
平
成
元
年
に
は

能
登
全
域
か
ら
な
る
合
唱
団
の
共
演
「
第

九
七
尾
公
演
」
、
平
成
４
年
に
は
国
民
文

化
祭
「
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ブ
事
業
」
な
ど
、

数
多
く
の
事
業
を
推
進
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
７
年
度
か
ら
４
年
間
に
わ

た
り
開
催
さ
れ
た
文
化
庁
に
よ
る
「
文
化

の
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
な
ど
、
市
民
と
行

政
が
一
体
と
な
っ
て
進
め
る
事
業
に
お
い

て
も
成
功
に
導
か
れ
ま
し
た
。

ま
た
、地
元
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
民
謡
、

童
話
を
伝
承
し
て
い
こ
う
と
開
催
さ
れ
た

「
発
掘
民
謡
講
習
会
」
で
は
、
市
の
民
俗

文
化
遺
産
の
特
徴
や
価
値
を
解
説
し
、
広

く
市
民
へ
の
普
及
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

特
に
音
楽
文
化
遺
産
の
記
録
出
版
事
業
に

お
い
て
は
、
ひ
た
む
き
な
情
熱
で
、
音
楽

文
化
の
継
承
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。
加
え

て
、
昨
年
開
催
さ
れ
た
日
本
民
俗
音
楽
学

会
七
尾
大
会
で
は
、
実
行
委
員
長
と
し
て

卓
越
し
た
手
腕
で
成
功
に
導
き
、
能
登
七

尾
の
民
俗
音
楽
が
全
国
関
係
者
の
関
心
を

高
め
る
ま
で
に
い
た
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
地
域
文
化
の
振
興
、
発
展
に

つ
く
さ
れ
た
氏
の
ご
功
績
は
、
誠
に
顕
著

で
あ
り
、
高
く
評
価
さ
れ
る
も
の
で
す
。

氏
は
、
昭
和
32
年
４
月
に
岸
端
鰤
網
組

合
に
入
組
し
、
漁
師
一
筋
に
生
き
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。
副
船
頭
、
大
船
頭
を
勤
め
、

定
置
網
の
規
模
や
水
揚
げ
量
を
国
の
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
に
押
し
上
げ
、
地
元
青
年
の
地

域
定
着
に
導
か
れ
る
な
ど
、
地
域
産
業
の

振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
63
年
９
月
、
岸
端
鰤
網
組
合
と

庵
・
百
海
の
定
置
網
が
合
併
し
て
発
足
し

た
岸
端
定
置
網
組
合
は
、
２
ヶ
統
だ
っ
た

漁
場
を
１
ヶ
統
水
深
１
３
０
ｍ
地
点
に
沖

出
し
し
、
３
ヶ
統
に
す
る
計
画
が
た
て
ら

れ
ま
し
た
。
全
国
で
も
１
０
０
ｍ
を
超
す

定
置
網
は
、
例
が
な
く
困
難
が
予
想
さ
れ

ま
し
た
が
、
こ
の
年
、
大
船
頭
に
就
任
し
た

氏
は
、
敷
設
に
挑
戦
、
徹
底
し
た
調
査
、
資

材
選
び
等
に
よ
り
成
功
に
導
か
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
魚
の
入
網
増
、
潮
流
対
策
に
工

夫
さ
れ
る
と
と
も
に
、
出
荷
調
整
を
日
常

化
さ
せ
る
こ
と
な
ど
も
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
県
内
で
初
め
て
殺
菌
冷
海

水
装
置
を
導
入
し
、
「
新
鮮
で
安
全
・
安

心
」
な
魚
の
出
荷
を
定
着
さ
せ
る
と
と
も

に
、
魚
価
の
ア
ッ
プ
を
図
り
、
水
揚
げ
の

増
加
に
よ
る
安
定
し
た
経
営
、
将
来
性
の

あ
る
漁
業
と
し
て
確
立
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
日
常
の
業
務
内
容
も
改
善
さ
れ
、
若

者
に
と
っ
て
魅
力
的
な
職
場
を
実
現
さ

せ
、
地
元
定
着
に
つ
な
げ
ら
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
ま
た
、
石
川
海
区
漁
業
調
整
委

員
、
石
川
県
定
置
網
漁
業
組
合
理
事
、
定

置
網
技
術
研
究
会
会
長
、
な
な
か
漁
業
協

同
組
合
理
事
と
し
て
も
活
躍
。

石
川
四

季
の
魚

い
き
い
き
七
尾
魚

の
普
及

発
展
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
漁
業
に
対

す
る
情
熱
、
先
見
の
明
に
関
し
て
は
、
石

川
県
は
も
と
よ
り
、
全
国
の
漁
業
関
係
者

か
ら
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
漁
業
の
発
展
・
振
興
に
つ
く

さ
れ
た
氏
の
ご
功
績
は
誠
に
顕
著
で
あ
り

高
く
評
価
さ
れ
る
も
の
で
す
。

5

宮川
みや か わ

隆之
たか ゆ き

氏（77歳）

古府町

音楽を通じて地域文化の振興、発展

につくされる。

木下
きの し た

惇
あつし

氏（63歳）

庵町

漁業の発展・振興ににつくされる。
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■■
職
員
数
の
状
況

平
成
17
年
４
月
1
日
現
在
で
の
職
員
数
は
、
８
３
６
名

（
教
育
長
を
含
む
。
）
と
な
っ
て
お
り
、
部
門
別
職
員
数

は

、
年
齢
別
職
員
構
成
は

の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、
16
年
度
中
の
採
用
者
は
行
政
職
13
人
・
技
能
労
務

職
5
人
（
10
月
１
日
以
降
の
採
用
は
あ
り
ま
せ
ん
）
で
す
。

退
職
者
数
の
状
況
は

の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
職
員
数
に
つ
い
て
は
、
定
員
適
正
化
計
画
を
策
定

し
、
今
後
５
年
間
で
１
３
９
人
の
削
減
を
目
指
し
ま
す
。

■■
職
員
給
与
の
状
況

▼
人
件
費
の
状
況

人
件
費
は
職
員
に
支
給
さ
れ
る
給
与
の
ほ
か
、
議
員
等
の

報
酬
、共
済
費
の
事
業
主
負
担
分
な
ど
の
費
用
の
合
計
で
す
。

平
成
16
年
度
普
通
会
計
の
決
算
額
を
み
る
と
、
歳
出
総
額

３
７
５
億
４，

４
７
３
万
9
千
円
の
う
ち
、
人
件
費
総
額
は

６
４
億
６，

０
８
７
万
9
千
円
で
、
17.2
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

表
２

図
１

表
１

七
尾
市
に
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

生
活
に
関
わ
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
に

携
わ
っ
て
い
る
多
く
の
職
員
が
働
い
て

い
ま
す
。

今
回
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
市
職

員
の
給
与
、
職
員
数
、
勤
務
条
件
の
状

況
な
ど
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
（
な
お
、
紙
面
の
関
係
上
抜
粋
し

て
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
詳
細
な
内
容

は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
本
庁
情

報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
人
事
課
お
よ
び
各

支
所
総
務
課
で
閲
覧
で
き
ま
す
。）

部　　門
職　員　数 対前年

増減数
主な増減理由

平成16年 平成17年

一般行政

部　門

議　　会 11 8 △ 3 事務の統廃合縮小

総　　務 161 141 △ 20 事務の統廃合縮小

税　　務 41 40 △ 1 事務の統廃合縮小

民　　生 213 195 △ 18 事務の統廃合縮小

衛　　生 41 45 4 一般廃棄物関連の業務増等

労　　働 2 0 △ 2 事務の統廃合縮小

農林水産 50 36 △ 14 事務の統廃合縮小

商　　工 17 21 4 商工観光業務増

土　　木 65 75 10 土木・用地関連の業務増等

小　　計 601 561 △ 40

特別行政

部　門

教　　育 177 164 △ 13 事務の統廃合縮小

小　　計 177 164 △ 13

公営企業

等部門

病　　院 6 3 △ 3 歯科診療部門の民営化

水　　道 29 28 △ 1 事務の統廃合縮小

下 水 道 29 34 5 下水道事業の業務増

そ の 他 40 46 6 欠員補充等

小　　計 104 111 7

合　　　計
882

〔983〕

836

〔849〕

△ 46

〔△134〕

150 100 50 0

20歳未満 

20歳～23歳 

24歳～27歳 

28歳～31歳 

32歳～35歳 

36歳～39歳 

40歳～43歳 

44歳～47歳 

48歳～51歳 

52歳～55歳 

56歳～59歳 

60歳以上 

0

15

65

118

89

51

47

67

158

126

91

8

図１ 

（注）職員数は、教育長を除く一般職に属する職員数です。 

（平成17年４月１日現在）（単位：人） 

6

表２（平成16年４月１日～
平成17年３月31日）

区　分 人　数

定年退職 ４人

勧奨退職 25人

普通退職 ８人

分限免職 －

懲戒免職 －

そ の 他 ３人

計 40人

表１ 部門別職員数の状況と主な増減理由　　　　　　　　　（単位：人）

（注）１　各年４月１日現在の人数です。
２　職員数は、一般職に属する職員数です。（教育長を含みます。）
３　〔 〕内は、条例定数の合計です。

市
職
員
の
給
与
と

市
職
員
の
給
与
と

　 
職
員
数
等
の
現
状

職
員
数
等
の
現
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�
本
庁
　
人
事
課

本
庁
　
人
事
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�
5353
―
８
４
６
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―
８
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市
職
員
の
給
与
と

　 
職
員
数
等
の
現
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�
本
庁
　
人
事
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�
53
―
８
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６
５
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▼
職
員
給
与
費

職
員
給
与
費
に
は
、
人
件
費
の
う
ち
職
員
に
毎
月
支
給
さ

れ
る
給
料
の
ほ
か
、
扶
養
手
当
、
住
居
手
当
、
通
勤
手
当
な

ど
の
各
種
手
当
と
、
民
間
の
賞
与
（
ボ
ー
ナ
ス
）
に
あ
た
る

期
末
・
勤
勉
手
当
の
合
計
額
で
す
。

平
成
17
年
度
普
通
会
計
予
算
に
お
け
る
職
員
給
与
費
の
状

況
は

の
と
お
り
で
す
。

▼
級
別
職
員
数
の
状
況

職
員
の
給
料
は
給
料
表
に
定
め
ら
れ
お
り
、
給
料
表
は
職

務
の
内
容
と
責
任
の
度
合
い
に
応
じ
た

級

と

号
給

か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
行
政
職
（
税
務
、
保
育
、
保
健
・
看
護
、
企
業
、
技

能
労
務
等
の
職
員
以
外
）
の
級
別
職
員
数
の
状
況
は

の
と
お
り
で
す
。

▼
平
均
給
料
月
額
・
初
任
給
な
ど
の
状
況

職
員
の
平
均
給
料
月
額
、
初
任
給
及
び
経
験
年
数
別
・
学
歴

別
の
平
均
給
料
月
額
等
に
つ
い
て
は

〜

の
と
お

り
で
す
。

▼
職
員
手
当

職
員
に
は
給
料
の
ほ
か
、
一
定
の
要
件
に
当
て
は
ま
る
と

き
に
各
種
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

期
末
手
当
・
勤
勉
手
当
及
び
退
職
手
当
の
状
況
は

〜

の
と
お
り
で
す
。
支
給
率
は
国
家
公
務
員
と
同
率

で
す
。

ま
た
、
そ
の
他
の
主
な
手
当
に
つ
い
て
、
平
成
17
年
4
月

1
日
現
在
の
支
給
要
件
は

の
と
お
り
で
す
。

表
10

表
９

表
８

表
７

表
５

表
４

表
３

7

表３（平成17年度
普通会計予算）

区　　分

職　員　数

Ａ

給

与

費

１人当たり

給与費 B/A

17年度

734

人

給　　料
2,591,369

千円

職員手当
304,145

千円

期末・勤勉

手　当

1,017,913

千円

計

Ｂ

3,913,427

千円

5,332

千円

（注）１　給与費は当初予算に計上された額です。
２　職員手当には退職手当を含みません。

表４（平成17年４月１日現在）

（注）１　七尾市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

区分 標準的な職務内容 職員数 構成比

１級 主事補・技師補 11人 2.3％

２級 主事・技師 71人 14.9％

３級 主事・技師 96人 20.1％

４級 係長・専門員・主査・主任 65人 13.6％

５級 主幹・係長・専門員・主査 39人 8.2％

６級 課長補佐・主幹 89人 18.6％

７級 課長・担当課長・参事 67人 14.0％

８級 部次長・課長 27人 5.6％

９級 部長・支所長 13人 2.7％

合　　　　計 478人 100.0％

表６ 職員の初任給の状況
（平成17年４月１日現在）

表５ 職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況
（平成17年４月１日現在）

表７ 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
（平成17年４月１日現在）

表８ 期末手当・勤勉手当（平成16年度）

表９ 退職手当（平成17年４月１日現在）

表10 主な手当の支給要件

区　　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職 42歳 1月 313,724円 350,246円

技能労務職 49歳10月 285,143円 298,433円

うち学校給食員 47歳 9月 257,361円 263,725円

うち自動車運転手 53歳 3月 368,053円 396,474円

うち用務員 52歳 0月 275,551円 283,195円

幼稚園教育職 52歳 7月 396,700円 398,900円

（注） 平均給与月額とは、給料及び職員手当（期末手当、勤勉手当、退職手当及
び寒冷地手当を除く。）の合計額です。

区　　分
七尾市 国

初任給 2年後の給料 初任給 2年後の給料

一般行政職
大学卒 170,700 円 184,400 円 170,700 円 184,400 円

高校卒 138,800 円 148,500 円 138,800 円 148,500 円

技能労務職 高校卒 136,000 円 145,500 円 － －

区　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数25年

一般行政職
大学卒 254,450円 283,800円 371,242円

高校卒 203,075円 240,800円 311,500円

技能労務職 高校卒 206,300円 248,700円 272,060円

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用された場合は採用後の年数を、採用前に民間
暦等がある場合にはその期間を換算し、採用後の年数に加算した年数をいいます。

一人当たりの平均支給額1,410千円

（支給割合）

区　分 期末手当 勤勉手当

6月期 1.40月分 0.70月分

12月期 1.60月分 0.70月分

計 3.00月分 1.40月分

（加算措置の状況）

職制上の段階、職務の級等による加算措置 有

勧奨・定年

勤続20年 21.00月分 27.30月分

勤続25年 33.75月分 42.12 月分

勤続35年 47.50月分 59.28月分

最高限度 59.28月分 59.28月分

（その他の加算措置の状況）

・定年前早期退職特例措置（2％～20％加算）

・退職時特別昇給　なし

平成16年度

1人当たり

平均支給額

自己都合　10,422千円

勧　　奨　22,826千円

定　　年　22,849千円

支給率 自己都合

区　分 要　　　　　件

扶養手当

次の扶養親族のある職員に支給

配偶者、子、孫、父母、祖父母、弟妹（ただし、

配偶者以外は年齢制限があります。）

通勤手当

通勤のため、交通機関や自動車などを利用し

ている職員に支給

（ただし、距離の制限があります。）

住居手当

住宅などを借り受け、家賃などを支払ってい

る職員に支給（ただし、上限金額があります。）

住宅に居住する世帯主である職員に支給（た

だし、新築または購入後５年間に限ります。）

時間外勤務手当 正規の勤務時間を超えて勤務した職員に支給

特殊勤務手当
危険、不快、不健康などの特殊な勤務条件に

ある職員に支給
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8

▼
特
別
職
の
給
料
・
報
酬
等
の
状
況

市
長
等
の
給
料
等
の
状
況
は

、
市
議
会
議
員
の
報

酬
等
の
状
況
は

の
と
お
り
で
す
。

■■
職
員
の
勤
務
時
間
・

そ
の
他
勤
務
条
件
等
の
状
況

職
員
の
勤
務
時
間
は
原
則
と
し
て

の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、
職
員
の
主
な
休
暇
の
種
類
は

の
と
お
り
で
す
。

平
成
16
年
中
（
１
月
〜
12
月
）
に
お
け
る
職
員
１
人
当
た
り

の
年
次
有
給
休
暇
の
使
用
日
数
は
７
・
８
日
で
し
た
。

な
お
、
平
成
16
年
度
に
育
児
休
業
を
取
得
し
た
職
員
は
、

対
象
者
30
人
（
男
性
職
員
14
人
、
女
性
職
員
16
人
）
中
12
人

（
す
べ
て
女
性
職
員
）
で
し
た
。

▼
研
修
及
び
勤
務
成
績
評
定
の
状
況

職
員
の
資
質
向
上
を
図
る
た
め
、

の
と
お
り
研
修

を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
能
力
の
実
証
に
基
づ
い
た
人
事
管
理
体
制
を
確
立

し
、
公
務
の
能
率
的
な
運
営
を
図
る
た
め
、

の
と
お

り
職
員
の
勤
務
成
績
の
評
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
職
員
の
福
祉
及
び
利
益
の
保
護
の
状
況

公
務
能
率
の
向
上
を
図
る
た
め
、
職
員
の
健
康
管
理
、
元

気
回
復
等
の
厚
生
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、

定
期
健
康
診
断
を
は
じ
め
、
が
ん
検
診
等
の
各
種
検
診
、
研

修
旅
行
及
び
保
養
所
の
利
用
助
成
事
業
等
で
す
。 表

16

表
15

表
14

表
13

表
12

表
11

表11 市長等（平成17年４月１日現在）

表12 市議会議員（平成17年11月１日現在）

区　分 給　料　月　額
期末手当（平成16年度支給割合）
６月期 12月期 計

市　長 828,000円（920,000円）
1.60月分 1.70月分 3.30月分

助　役 666,000円（740,000円）

（注）給料月額は10％減額しており、（ ）内は減額前の金額です。

勤務時間 ８：30～17：15（１週間の勤務時間　40時間）

休憩時間 12：15～13：00

休息時間 12：00～12：15 及び　15：00～15：15

区　分 報　酬　月　額
期末手当（平成16年度支給割合）

6月期 12月期 計

議　長 509,000円

1.60月分 1.70月分 3.30月分副議長 406,000円

議　員 381,000円

表13 勤務時間の状況（平成17年４月１日現在）

（注）業務の性質により、上記の勤務時間によることができない勤務箇所（保育園、図書館等）の勤務時間は、別に定めています。

表14 主な休暇の状況（平成17年４月１日現在）

区　分 事　　　　　　由 期　　　　　　間

年次有給休暇 １暦年につき20日（20日を限度に翌年に繰り越すことができます。）

病気休暇 負傷又は疾病の場合 原則90日以内

特別休暇

ボランティア休暇 １暦年につき５日以内

産前・産後の休暇 産前８週間（多胎妊娠の場合は14週間）、産後８週間

生後１年３ヶ月未満の子の授乳等を行う場合（育児時間） １日２回各45分以内

子の看護の休暇 １暦年につき原則５日以内

忌引休暇 親族の区分により１日から10日以内

結婚休暇 ７日以内

夏季休暇 ５日以内

職員の妻が出産する場合 ２日以内

介護休暇 配偶者、父母、子等を介護する場合 ６月以内

表15 職員の研修の状況（平成16年４月１日～平成17年３月31日）

区　　　　分 内　　　　　容（主なもの） 受講者延べ人数

組織内研修

階層別研修
新採職員研修、２年次・３年次職員研修、中堅職員研修、人
事管理制度研修、目標管理制度研修

211人

全体研修
ファミリー研修（役職、職域を超えた人間関係の構築及び知
識の向上）、接遇研修、メンタルヘルス研修等

449人

組織外研修

特別研修 入札・契約事務研修、企画型政策形成研修、企画力向上研修等 16人

一般研修
新任課長研修、新任課長補佐研修、新任係長研修、初任者研
修、技能労務職員研修等

63人

専門研修 市町村アカデミー研修等 8人

計 747人

評定対象

評定領域

評定結果の反映

職員：全員　期間：4月1日～12月31日

業績（仕事の質・量、課題の達成状況等）
能力（知識・技術、仕事の処理、理解力、企画力、判断力等）
勤務態度（職場規律、協調性、積極性、責任感、コスト意識等）

人事異動(昇任・配置等)の参考、昇給・昇格の参考、指導育成の基礎資料

表16 職員の勤務成績の評定状況
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行
財
政
改
革
で
、
最
初
に
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
改
革
は
、
職
員
の
削
減
や
組

織
体
制
を
変
え
る
な
ど
の
「
内
部
改
革
」

で
す
。

行
財
政
改
革
の
目
標
金
額
１
３
５
億
円

の
う
ち
内
部
改
革
で
約
50
億
円
を
削
減
し

ま
す
。

職
員
数
に
つ
い
て

市
町
合
併
に
よ
り
、
七
尾
市
の
職
員
数

は
、
平
成
17
年
４
月
１
日
現
在
で
８
３
６

人
と
な
り
ま
し
た
。

単
純
に
比
較
す
る
こ
と
は
適
当
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
人
口
や
産
業
構
造
が
同
じ

よ
う
な
ま
ち
と
比
べ
た
場
合
、
２
０
０
人

以
上
多
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
職
員
の
年
齢
構
成
は
、
55
歳
か

ら
57
歳
の
い
わ
ゆ
る
団
塊
の
世
代
と
50
歳

前
後
の
職
員
数
が
か
な
り
多
く
、
40
歳
代

の
中
間
層
が
少
な
い
バ
ラ
ン
ス
の
悪
い
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

職
員
数
を
減
ら
す
と
と
も
に
世
代
間
の

差
を
な
く
す
よ
う
、
計
画
的
に
職
員
採
用

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
次
の
考
え
方
に
基
づ
い
て
職

員
数
を
減
ら
し
て
い
き
ま
す
。

・
新
規
職
員
採
用
は
、
平
成
19
年
度
か
ら

前
年
度
退
職
者
数
の
３
割
以
内
を
目
安

に
継
続
的
に
行
い
、
世
代
間
の
格
差
を

な
く
し
ま
す
。

（
平
成
17
・
18
年
度
の
新
規
採
用
は
行

い
ま
せ
ん
で
し
た
。）

・
早
期
退
職
を
推
進
し
、
世
代
間
の
格
差

を
な
く
し
て
い
き
ま
す
。

・
住
民
ニ
ー
ズ
の
大
小
や
増
減
に
応
じ

て
、
職
員
を
適
正
に
配
置
し
ム
ダ
を
な

く
し
ま
す
。
適
正
な
配
置
を
行
う
こ
と

で
、
退
職
者
の
補
充
（
新
規
採
用
）
を

抑
制
で
き
ま
す
。

・
少
な
い
人
数
で
も
今
以
上
の
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
た
め
に
、
研
修
の
充
実
や

人
事
評
価
の
適
正
化
に
よ
り
、
職
員
の

能
力
開
発
を
進
め
、
職
員
一
人
ひ
と
り

の
資
質
を
さ
ら
に
向
上
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
平
成
17
年
か
ら
の
５
年

間
で
職
員
数
８
３
６
人
（
教
育
長
含
む
）

か
ら
１
３
９
人
減
ら
し
、６
９
７
人
に
し
、

約
32
億
円
の
削
減
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

七
尾
市
の
組
織
に
つ
い
て

現
在
、
合
併
し
た
こ
と
に
よ
り
肥
大
し

た
組
織
形
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、

３
つ
の
支
所
を
設
置
し
て
い
る
こ
と
や
学

校
、
保
育
園
、
図
書
館
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
等
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
い
で
い
る
た

め
、
簡
素
化
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

今
後
、
似
た
よ
う
な
施
設
は
、
市
の
規

模
に
見
合
っ
た
数
、
必
要
性
や
経
営
状
況

等
を
検
討
し
、統
合
・
廃
止
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、「
市
役
所
が
す
る
こ
と
」「
市
民

と
協
働
で
す
る
こ
と
」
「
民
間
事
業
者
に

ま
か
せ
る
こ
と
」
と
い
う
ふ
う
に
市
役
所

と
市
民
が
行
う
こ
と
の
役
割
分
担
を
し
、

市
役
所
の
仕
事
を
整
理
し
ま
す
。

整
理
し
た
施
設
や
仕
事
、
市
民
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
た
組
織
に
し
、
現
在
の
10
部
３

支
所
52
課
か
ら
８
部
1
支
所
37
課
を
目
標

と
し
て
い
ま
す
。

給
与
等
に
つ
い
て

市
長
・
助
役
・
教
育
長
の
給
与
、
部
課

長
等
の
管
理
職
手
当
の
削
減
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
職
員
の
給
与
に
つ
い
て
も
３
％

の
削
減
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
３
年
間
で
約
４
億
円
の

削
減
と
な
り
ま
す
。

ほ
か
に
も
外
郭
団
体
の
見
直
し
や
施
設

の
電
気
料
金
契
約
の
見
直
し
な
ど
を
行
い

ま
す
。

※
10
月
下
旬
よ
り
「
行
財
政
改
革
プ
ラ

ン
」
の
説
明
会
を
各
地
区
公
民
館

（
22
ヶ
所
）
に
お
い
て
開
催
し
て
い

ま
す
。
開
催
案
内
を
配
布
し
ま
す
の

で
、
日
程
を
ご
確
認
の
う
え
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

※
「
七
尾
市
行
財
政
改
革
大
綱
」
「
七

尾
市
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン(

案)

」
は
、

七
尾
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
掲
載
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

で
大
綱
及
び
プ
ラ
ン(

案)

に
つ
い
て

意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

9

行政改革プラン（案）③

H7 H8H6 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17

964964人 
970970人 

977977人 976976人 
970970人 

963963人 965965人 

943943人 

919919人 

895895人 

879879人 

836836人 

964人 
970人 

977人 976人 
970人 

963人 965人 

943人 

919人 

895人 

879人 

836人 

�
企
画
経
営
課
行
政
改
革
推
進
室

�
53
―
１
１
１
７
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10

保

育

園

●
募
集
期
間

12
月
１
日
（
木
）
〜
12
月
28
日
（
水
）

ま
で
〈
公
立
・
私
立
共
通
〉

●
申
込
方
法

入
園
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

必
要
な
書
類
を
添
え
て
各
園
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

入
園
申
込
書
は
各
保
育
園
、
ま
た
は

七
尾
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得
で

き
ま
す
。

Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
　http

://w
w
w
.city.nanao

.lg
.jp
/o
the
r/shinse

i.htm
l

●
対
象
年
齢

０
歳
児
か
ら
５
歳
児

☆
な
お
、
保
育
園
に
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
な
事
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

延
長
保
育

保
護
者
の
就
労
な
ど
に
よ
り
、午
後
６
時
を
超
え
て
保
育
す
る
場
合
、

延
長
保
育
と
な
り
ま
す
。

休
日
保
育

日
曜
・
祝
日
に
保
護
者
が
就
労
等
で
保
育
で
き
な
い
場
合
、
乳
幼
児

を
保
育
す
る
も
の
で
す
。

※
た
だ
し
、
別
途
保
育
料
が
か
か
り
ま
す
。

※
お
問
い
合
せ
は
、
各
保
育
園
ま
で

☆
七
尾
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
七
尾
市
く
ら
し
の
ガ
イ
ド
（
23
ペ
ー
ジ
）
で

各
保
育
園
の
概
要
を
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
子
育
て
支
援
課
及
び
各
保
育
園
に
お
い
て
も
、
保
育
園
一
覧
表

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

本
庁
健
康
福
祉
部
　
子
育
て
支
援
課
　

53
―
８
４
１
９

幼

稚

園

●
募
集
期
間

公
立
幼
稚
園

２
月
28
日
（
火
）
ま
で

私
立
幼
稚
園

３
月
31
日
（
金
）
ま
で

●
申
込
方
法

幼
稚
園
に
備
え
付
け
て
あ
る
入
園
願
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
各
園
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

●
対
象
年
齢

公
立
幼
稚
園

３
歳
児
か
ら
５
歳
児

私
立
幼
稚
園

満
３
歳
か
ら
５
歳
児

公
立
お
よ
び
私
立
幼
稚
園
に
通
園
し
て
い
る
児
童
の
保
護
者
に
対

し
、
保
護
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
通
園
し
て
い
る
幼
稚
園
を
通

じ
て
、
保
育
料
・
入
園
料
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者

世
帯
全
体
の
市
民
税
の
所
得
割
課
税
が

概
ね
１
２
４，

４
０
０
円
以
下
の
世
帯
に
あ
る
保
護
者

※
お
問
い
合
わ
せ
は
　
各
幼
稚
園
ま
で

☆
各
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、
七
尾
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
リ
ン
ク
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
私
立
）

聖
母
幼
稚
園

（
私
立
）

大
谷
済
美
幼
稚
園

（
私
立
）

七
尾
幼
稚
園

（
公
立
）

あ
け
ぼ
の
幼
稚
園

南
藤
橋
町

小
島
町

馬
出
町

山
王
町

若
干
名

若
干
名

若
干
名

若
干
名

若
干
名

若
干
名

若
干
名

若
干
名

20

名

40

名

30

名

15

名

10

名

（
１
歳
半
か
ら
未
満
児
園
）

15

名

10

名
―

53
―
４
５
８
５

52
―
０
５
２
６

52
―
２
８
６
９

53
―
０
０
２
９

幼
稚
園
名

所
在
地

５
歳
児

４
歳
児

３
歳
児

未
満
児
保
育

（
満
３
歳
児
よ
り
随
時
）

電
話
番
号
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11

農
林
漁
業
功
労
賞

（
氏
　
名
）
（
住
　
所
）
（
職
　
業
）

高
山
　
春
男

中
島
町
町
屋

農
業

竹
内
　
　
實

石
崎
町

漁
業

坂
本
　
正
明

漁
業
兼
農
業

船
山
　
力
次

舟
尾
町

漁
業

山
本
　
林
作

中
島
町
中
島

会
社
役
員

技
能
功
労
賞

（
氏
　
名
）
（
住
　
所
）
（
職
　
業
）

中
田
　
外
幸

石
崎
町

建
築
大
工

新
　
　
栄
嗣

江
泊
町

建
築
大
工

戸
澗
　
外
男

古
屋
敷
町

建
築
大
工

山
崎
　
久
男

和
倉
町

建
築
大
工

辻
　
良
一
郎

中
島
町
谷
内

左
官

芝
田
庄
治
朗

中
島
町
笠
師

左
官

平
澤
　
洋
昭

中
島
町
上
畠

左
官

岩
崎
　
博
幸

三
室
町

建
築
大
工

川
内
　
栄
一

鵜
浦
町

建
築
配
管
工

上
田
　
　
勉

万
行
町

塗
装
工

川
口
　
英
佳

佐
味
町

建
築
板
金
工
　

大
野
木
春
雄

田
鶴
浜
町

畳
職

祖
濱
　
茂
樹

田
鶴
浜
町

表
具
師

小
谷
内
和
夫

田
鶴
浜
町

表
具
師

小
林
　
俊
一

相
生
町

仏
壇
仏
具
工
芸
職

豊
島
　
　
勉

田
鶴
浜
町

時
計
修
理
士

田
中
　
　
博

和
倉
町

製
菓
職

平
　
長
三
郎

矢
田
町

印
刷
工

中
川
　
茂
男

万
行
町

調
理
師

新
江
　
博
義

和
倉
町

調
理
師

中
西
　
勇
晴

南
藤
橋
町

理
容
師

大
野
　
良
昭

中
島
町
中
島

理
容
師

神
田
　
保
幸

中
島
町
外

理
容
師

三
野
　
　
忍

田
鶴
浜
町

理
容
師

西
村
　
利
雄

田
鶴
浜
町

理
容
師

佐
原
　
久
江

湊
町

理
容
師

大
野
二
三
子

中
島
町
中
島

美
容
師

小
山
田
絹
江

田
鶴
浜
町

美
容
師

中
村
　
啓
子

和
倉
町

マ
ッ
サ
ー
ジ
師

平
田
　
敏
一

中
能
登
町
東
馬
場

機
械
工

後
藤
　
昭
二

石
崎
町

建
築
大
工

道
下
　
政
昭

山
崎
町

建
築
大
工

中
村
　
　
孝

な
ぎ
の
浦

電
気
工
事
工

廣
島
　
信
義

古
府
町

建
築
士

森
山
　
　
巌

湊
町

建
築
士

井
戸
　
徳
光

中
島
町
深
浦

建
築
大
工

地
場
産
業
奨
励
賞

（
氏
　
名
）
（
住
　
所
）
（
職
　
業
）

佐
野
　
安
正

能
登
島
向
田
町

ガ
ラ
ス
工
芸
職

藤
橋
　
　
浩

鍛
冶
町

製
菓
職

左
藤
　
英
樹

袖
ヶ
江
町

製
菓
職

冨
田
　
英
樹

矢
田
新
町

製
菓
職

橋
向
　
幸
夫

府
中
町

製
菓
職

細
川
　
　
保

国
分
町

仏
壇
仏
具
工
芸
職

平
成
17
年
度

七
尾
市
農
林
漁
業
功
労
賞
・

技
能
功
労
賞
及
び
地
場
産
業
奨
励
賞

七
尾
市
農
林
漁
業
功
労
賞
・
技
能
功
労
賞
及
び
地
場
産
業
奨
励
賞
は
、
市
の
産
業
振
興

に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

受
賞
さ
れ
る
方
々
は
、
次
の
み
な
さ
ん
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

表
彰
式
　
日
　
時
　
11
月
23
日
�
　
勤
労
感
謝
の
日
　
午
前
10
時
〜

場
　
所
　
七
尾
サ
ン
ラ
イ
フ
プ
ラ
ザ
　
中
ホ
ー
ル
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

企業誘致条例が全面的に改正され、立地企業に
とっては厚い制度となりました。
市内で新たに立地する企業や増設を予定の事業
主さんはいませんか。
事業拡大などのご計画がありましたら、ご一報
ください。

七尾市企業立地の促進及び雇用の拡大に関する条例

対　　　象
製造業、研究所、物流施設、コールセンター、IT情報産業及び投資額や雇用機会の拡大に資する

その他施設の新設又は増設

要

件

投　資　額
工場、物流施設、その他新設は１億円以上（増設は5,000万円以上）

研究所及びIT情報産業施設の新設は5,000万円以上（増設は3,000万円以上）

常 時 雇 用

従 業 員 数

新設に伴う雇用　　５人以上

増設に伴う雇用　　３人以上

助

成

額

工場適地等 新設は投資額の20％　　増設は投資額の10％ ※石川県の補助金　知事特認と連動

させた市長特認

新設：10億円（県と合わせ20億円）

増設：５億円（県と合わせ10億円）

工場適地以外 新設は投資額の15％　　増設は投資額の10％

そ の 他 本社機能の移転（現地法人）企業については助成率５％上乗せ

限 度 額 ２億円（市長特認は別）

雇用助成金 七尾市内在住の新規雇用者（常用）の採用１人に付き50万円

限 度 額 ２,０００万円

詳細は、七尾市ＨＰでご覧になれます。http://www.city.nanao.lg.jp/other/kigyo_josei.html

七尾広報11月号PDF  05.10.28 10:42 AM  ページ 11



◆会　　期／12月25日（日）まで！
　　　　　　【11月15日�休館】　
◆開館時間／９：００～１７：００※12～3月は16：30まで

　　　　　　（入館は閉館30分前まで）

◆入　館　料／高校生以上８００円
　　　　　　（団体２０名以上７００円）

◆会　　期／12月25日（日）まで！
　　　　　　【11月15日�休館】　
◆開館時間／９：００～１７：００※12～3月は16：30まで

　　　　　　（入館は閉館30分前まで）

◆入　館　料／高校生以上８００円
　　　　　　（団体２０名以上７００円）

TEL 84－1175
FAX 84－1129

当館の４つのコレクションから、“かたち”を
テーマに作品の魅力をご紹介します。

大好評!!わくわくワークショップ

オリジナル万華鏡を
　　　　　作ろう！
自分だけの万華鏡を作って、中を覗いてみよう。

■日　時　11月19日（土）・20日（日）
　受付：午前の部（10:00～11:30）
　　　　午後の部（13:00～15:30）

■どなたでも参加できます

■参加費　100円から（別途、入館料が必要です）

1. ヴェネチアの現代ガラス
　＜ピカソ、シャガール、コクトー 巨匠たちのガラス＞

2. 現代ガラス
　＜素材と表現＞　＜器のかたち＞　＜光のかたち＞

3. 中国清朝のガラス　＜清朝のガラス　吉祥のうつわ＞

4. サルヴァドール・ダリ＆ドーム社のガラス
　＜ダリのガラス　柔らかな光にみる世界＞

12

　七尾市名誉市民の池田文夫氏（1907～87）蒐集で、当館所蔵

品の中心である「池田コレクション」より、工芸・絵画・彫刻を中

心に約70点の作品を紹介します。

　また、本年新たに寄附され７月に初公開した「池田コレクション」

新作品23点も再度展示予定です。

　池田文夫氏が愛でた様々な作品をご鑑賞ください。

■お問い合わせは　TEL53－1500　FAX53－6262
　　　　　　　　　URL　http://www.city.nanao.lg.jp/nanabi/

会　　期　11月12日�～12月25日�
　　　　　　【休館日：毎週月曜日および11月24日】

開館時間　９：００～１７：００（入館は１６：３０まで）

観　覧　料　一般３５０円(２８０円)大高生２８０円(２００円)
　　　　 　※中学生以下無料（　）は２０名以上の団体料金

池田コレクション名品展
しゅうしゅう

め

「友の会鑑賞の旅
　　　　～白山市の博物館を巡る～」
●日　　時　11月20日(日)〈日帰り・マイクロバス利用〉

●行　　先　石川県ふれあい昆虫館・白山比 神社宝物殿

　　　　　　白山市松任中川一政記念美術館など

●参　加　費　3,000円（友の会会員以外の方は4,000円）

●定　　員　先着25名（対象は原則として成人）

●申込方法　参加費を添えて当美術館受付までお越しくだ

　　　　　　さい（電話での予約はできません）

参加者大募集！

「町
まち

の娘
むすめ

図
ず

」 寺島
てらしま

紫
し

明
めい

作　明治～昭和期 「木
もく

彫
ちょう

無
む

憂
ゆう

華
げ

大内青
おおうちせい

圃
ほ

作　大正～昭和期

「絵
え

唐
がら

津
つ

手
て

付
つき

水
すい

注
ちゅう

」 桃山時代 「白釉太白
はくゆうたいはく

麒
き

麟像
りんぞう

」
十二代酒

さか

井
い

田
だ

柿
かき

右衛
え

門
もん

作　昭和３年

｢大きな山羊― トーテム｣
Ｊ・コクトー、Ｅ・コスタンチーニ
1962年

｢白
しろ

地
じ

黒被
くろきせ

龍
りゅう

文瓶
もんへい

｣
中国　18世紀

｢マルブランシュの魚｣ Ｓ・ダリ、ドーム社　1973年
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1. ヴェネ
　＜ピカソ、

2. 現代ガ
　＜素材と表

3. 中国清
4. サルヴ
　＜ダリのガ

　七尾市

品の中心

心に約7

　また、

新作品2

　池田文

会　　
　　　

開館時

観　覧
　　　

池田

■
台
湾
胡
蝶
蘭
展

11
月
18
日
（
金
）
ま
で

台
湾
で
品
種
改
良
さ
れ
た
最
新
の
蘭

や
珍
し
い
色
彩
の
蘭
約
60
種
８
０
０
鉢

を
一
堂
に
展
示
い
た
し
ま
す
。

■
秋
の
洋
ラ
ン
展

11
月
19
日(

土)

〜
11
月
23
日(

水
・
祝)

県
内
の
洋
ラ
ン
愛
好
者
約
50
名
が
育

て
た
ラ
ン
展
、
約
２
０
０
鉢
を
展
示
。

入
場
者
の
投
票
で
賞
が
決
ま
り
ま
す
。

■
蘭
の
展
示
温
室
入
場
料

大
人
（
高
校
生
以
上
）
５
０
０
円

小
人
（
小
学
生
以
上
）
３
０
０
円

幼
児
　
　
　
　
　
　
　
無
　
　
料
　

☆
10
人
以
上
の
団
体
は
各
１
０
０
円
引
き

■
ク
リ
ス
マ
ス
展

11
月
24
日
（
木
）
〜
12
月
25
日
（
日
）

約
３
０
０
本
の
蘭
で
飾
ら
れ
た
巨
大

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
展
示
。
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
幻
想
的
な
世
界
が
広
が
り

ま
す
。

■
の
と
蘭
遊
会
会
員
募
集
中
！

年
会
費
　
１
万
円

入
会
時
に
豪
華
な
蘭
を
進
呈
、
蘭
の

育
て
方
教
室
、
冬
期
の
間
温
室
に
蘭
を

お
預
か
り
す
る
等
、
い
ろ
い
ろ
な
特
典

が
あ
り
ま
す
。

■
蘭
の
預
か
り
鉢

有
料
１
鉢
３
０
０
円
〜

ギ
フ
ト
で
い
た
だ
い
た
蘭
や
趣
味
で

栽
培
し
て
い
る
蘭
な
ど
で
、
冬
期
間

（
11
月
〜
３
月
頃
ま
で
）
栽
培
が
困
難

な
方
、
お
預
か
り
し
、
水
、
温
度
、
日

照
を
管
理
い
た
し
ま
す
。

13

◎お問い合わせは

自主上映映画情報

①14：00～
②19：00～

11/12   13土
日

日
日

①10：00～
②14：00～

大誘拐 RAINBOWKIDS
（1991年）

毎日が夏休み
（1994年）

的場１佐（鹿賀丈史）率いる自衛隊実験中隊が、極秘実験中
の事故で戦国時代へタイムスリップした。かつて的場の優秀
な部下であった鹿島勇祐（江口洋介）らが彼らの救出に挑む

  「ピアノ発表会 ＆
　　  　おしゃべりコンサート」

１３：００～　ピアノ発表会
１５：００～　七尾に集う音楽家による
　　　　  おしゃべりコンサート

　　　　入場無料

11/23祝
日
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「
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
で
ま
ち
お
こ
し
」

先
日
、
能
登
島
で
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
推
進
協
議
会
が
発
足
し
ま
し
た
。
能
登
島
の
自

然
や
、
田
舎
の
生
活
、
文
化
を
都
会
の
人
た
ち
に
体
験
し
て
も
ら
い
、
交
流
人
口
を

増
や
そ
う
！
そ
し
て
、
能
登
島
に
住
ん
で
も
ら
お
う
！
そ
ん
な
ね
ら
い
で
農
業
や
漁

業
、
民
宿
を
経
営
し
て
い
る
人
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

「
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
」
と
は
「
ス
ピ
ー
ド
社
会
」
に
対
す
る
言
葉
で
す
が
、
ス
ピ
ー

ド
社
会
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
く
「
ス
ピ
ー
ド
社
会
」
と
「
ス
ロ
ー
社
会
」
を
と

も
に

善

と
し
て
、
共
存
共
生
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

「
ス
ロ
ー
」
と
い
う
言
葉
は
、「
鈍
い
」「
遅
い
」
と
良
い
意
味
で
使
わ
れ
ま
せ
ん

が
、
「
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
」
の
「
ス
ロ
ー
」
は

「
じ
っ
く
り
」
「
手
間
ひ
ま
か
け
て
」
「
深
く

追
求
す
る
」
等
と
解
釈
し
ま
す
。

「
ス
ピ
ー
ド
社
会
」
が
効
率
や
利
便
性
を

重
視
し
、
時
代
の
先
端
を
い
き
、
経
済
的
な

豊
か
さ
を
も
た
ら
し
た
面
は
否
定
で
き
ま
せ

ん
が
、
「
効
率
」
や
「
利
便
性
」
の
名
の
も

と
に
古
い
も
の
や
自
然
を
壊
し
、
人
の
心
を

も
変
え
て
き
た
面
が
あ
り
ま
す
。

「
じ
っ
く
り
」
と
「
手
間
ひ
ま
か
け
て
」

子
育
て
を
す
る
。
自
然
の
な
か
で
「
じ
っ
く
り
」
と
時
間
を
か
け
て
育
っ
た
食
物
を

「
手
間
ひ
ま
か
け
て
」
料
理
し
、
そ
の
ご
ち
そ
う
を
囲
ん
で
に
ぎ
や
か
に
食
事
を
す

る
。
豊
か
な
自
然
の
な
か
で
、「
お
金
で
買
え
な
い
豊
か
さ
」
を
実
感
で
き
る
生
活

を
求
め
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

能
登
島
こ
そ
「
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
」
に
ピ
ッ
タ
リ
の
と
こ
ろ
で
す
。

設
立
総
会
の
後
、
松
島
体
験
農
園
内
で
、
メ
ン
バ
ー
手
づ
く
り
の
お
い
し
い
昼
食

を
ご
ち
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
美
し
い
海
と
松
島
を
眺
め
な
が
ら
、
幸
せ
な
気
分
に

ひ
た
っ
た
一
刻
で
し
た
。

こ
の
運
動
で
、
多
く
の
人
を
能
登
島
に
呼
び
込
み
、
幸
せ
を
実
感
す
る

夢
の
島

と
し
て
全
国
に
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市長へのメール「前略市長さん」（http://www.city.nanao.lg.jp/shicho/index.html）では、市民のみなさんからのご提言、ご質問などをお待ちしています。

○●○●○●○●○●○●○●○●○ ○●○●○●○●○●○●○●○●○

み
な
さ
ん
の
提
言
や
ア
イ
デ
ィ
ア
を

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
！

開
催
日
程

11
月
22
日
（
火
）

15：

00
〜
17：

00

会
場

能
登
島
支
所
　
２
階
会
議
室

12
月
13
日
（
火
）

15：

00
〜
17：

00

会
場

本
庁
　
男
女
参
画
ま
ち
づ
く
り
課

※
公
務
に
よ
り
、
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は

男
女
参
画
ま
ち
づ
く
り
課
　

53
―
１
１
１
２

子どもからお年寄りまで、どなたでも談話でき
ます。お気軽に、市政に対する提言やアイディ
アをお聞かせください。
※お申し込みは１週間前までにお願いいたします。
お申し込み多数の場合は、抽選になります。

七尾市長　
武元文平

募　　集

平成18年度以降における能登島デイサービスセンタ

ー施設運営事業者を募集します。

○施　　設　鉄筋コンクリート造　１Ｆ

520.69㎡（平成11年完成）

○場　　所　能登島向田町ろ部８番地１

○募集期間　平成17年11月15日（火）から

12月15日（木）まで

※土・日・祝日除く

○応募資格　七尾市内に主たる事務所を置く、社会福

祉法人でデイサービス事業等運営できる

者。

※詳細についてのお申込み・お問い合わせは

本庁　高齢者支援課　 ５３－８４６３
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国
、
県
、
市
な
ど
の
行
政
機
関
に
対
す
る
意
見
や
要
望
な
ど

○
行
政
困
り
ご
と
相
談

11
月
14
日
・
21
日
・
28
日
（
月
）、

12
月
５
日
（
月
）

10：

00
〜
12：
00
、
13：

00
〜
15：

00

会
場：

本
庁
　
市
民
相
談
室

11
月
21
日
（
月
）

13：
00
〜
15：

00

会
場：

さ
つ
き
苑
、
中
島
支
所
、
お
に
ゆ
り
の
里

日
常
生
活
の
困
り
ご
と
、
人
権
相
談

○
市
民
く
ら
し
の
相
談

11
月
９
日
・
16
日
・
12
月
７
日
（
水
）

10：

00
〜
12：

00

13：

00
〜
15：

00

会
場：

本
庁
　
市
民
相
談
室

11
月
９
日
（
水
）

13：

00
〜
15：

00

会
場：

さ
つ
き
苑
、
中
島
支
所
、
お
に
ゆ
り
の
里

交
通
事
故
に
関
す
る
賠
償
、
示
談
な
ど

○
交
通
事
故
相
談

11
月
17
日
、
12
月
１
日
（
木
）

10：

00
〜
12：

00
、
13：

00
〜
15：

00

会
場：

本
庁
　
市
民
相
談
室

借
家
、
借
地
、
金
銭
貸
借
、
相
続
、
離
婚
な
ど
の
法
律
問
題

○
法
律
相
談

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。
申
込
者
が
５
名
以
上

の
場
合
は
１
週
間
前
に
抽
選
と
な
り
ま
す
。

11
月
18
日
、
12
月
２
日
（
金
）

13：

00
〜
15：

00

会
場：

本
庁
　
市
民
相
談
室

相
続
･
登
記
･
財
産
管
理
な
ど
の
困
り
ご
と

○
登
記
相
談

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

11
月
25
日
（
金
）

13：

00
〜
15：

00

会
場：

本
庁
　
市
民
相
談
室

悪
質
商
法
な
ど
の
消
費
ト
ラ
ブ
ル

○
消
費
生
活
相
談

毎
週
月
〜
金
曜
日
　
９：

00
〜
17：

00

会
場：

本
庁
　
市
民
相
談
室

女
性
の
悩
み
全
般

○
女
性
な
ん
で
も
相
談

毎
週
火
･
金
･
土
曜
日
　
13：

00
〜
17：

00

会
場：
パ
ト
リ
ア
５
階
フ
ォ
ー
ラ
ム
七
尾

電
話
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
　
�
52
―
７
８
３

ナ

ヤ

ミ

０ナ
シ

�
男
女
参
画
ま
ち
づ
く
り
課

�
53
―
１
１
１
２

今
月
の
市
民
相
談

結
婚
に
関
す
る
相
談

○
結
婚
相
談

11
月
８
日
・
22
日
、
12
月
13
日
（
火
）

13：

00
〜
15：
00

会
場：

本
庁
　
市
民
相
談
室

養
育
、
家
庭
生
活
、
Ｄ
Ｖ
な
ど

○
児
童
・
ひ
と
り
親
・
婦
人
相
談

毎
週
月
〜
金
曜
日
　
９：

00
〜
17：

00

会
場：

本
庁
　
子
育
て
支
援
課

各
支
所
　
民
生
課

お
問
い
合
わ
せ
は

本
庁
　
子
育
て
支
援
課
　
�
53
―
８
４
１
９

11/13日

(日)

11/20日

(日)

11/23日

(水)

11/27日

(日)

12/4日

(日)

休日歯科当番医

９：００～１７：００

しみず歯科医院

古府町

　�５２－７６５５

杉原歯科医院

藤橋町

　�５４－００２０

マツモト歯科医院

御祓町

　�５３－４１８０

松本歯科医院

桧物町

　�５３－３５３３

恵寿歯科医院

桜町

　�５３－６１５５

休日在宅当番医

９：００～１２：００

やちクリニック

古府町　　　　�５４－８８３３

高沢内科医院

中島町浜田　　�６６－０００７

北村医院

御祓町　　　　�５２－１１７３

豊川診療所

中島町豊田町　�６６－０２０３

桑原母と子クリニック

国分町　　　　�５２－４１０３

辻口医院

中島町浜田　　�６６－０１１８

国下整形外科医院

大和町　　　　�５４－０１３１

村田医院

中島町上町　　�６６－００１７

山　医院

石崎町　　　　�６２－２２０９

さはら能登島クリニック

能登島半浦町　�８５－２８５５

★小児休日当番医★

９：００～１２：００

国立七尾病院

松百町

　　�５３－１８９０

桜井小児科医院

亀山町

　　�５３－３３５５

公立能登総合病院

藤橋町

　　�５２－６６１１

恵寿総合病院

富岡町

　　�５２－３２１１

さはらファミリークリニック

石崎町

　　�６２－３７６５

11月12日

(土)

11月13日

(日)

11月19日

(土)

11月20日

(日)

11月23日

(水)

11月26日

(土)

11月27日

(日)

12月3日

(土)

12月4日

(日)

休日夜間当番薬局

２０：００～翌８：００

おおなり薬局

大和町　�５４－８００７

コトブキ薬局

桜町　　�５２－８１１３

七尾らいふ薬局

藤橋町　�５２－３５８７

日本調剤小丸山薬局

小丸山台�５２－６２４０

能登中央薬局

小丸山台�５２－９３８３

小丸山台あおぞら薬局

藤橋町　�５２－９８００

七尾駅前あおぞら薬局

神明町　�５２－９３００

さくら調剤薬局

桜町　　�５３－５５８３

ななお調剤薬局

国分町　�５２－２０９２

10月11日現在の予定です。それ以降、諸事情により当番医、当番薬局が
変更する場合があります。事前にご確認のうえ、受診してください。

☆小児夜間診療（救急患者）のお知らせ 

　毎週土曜日　午後６時から10時まで受付 

　公立能登総合病院小児科Ｄブロック（2階） 

　�５２－８７０５　協力　七尾医師会等 
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市
営
住
宅
入
居
者
募
集

募
集
住
宅

後
畠
住
宅
Ａ
棟
（
後
畠
町
地
内
）

シ
ル
バ
ー
住
宅
２
Ｄ
Ｋ
　
１
戸

募
集
期
間

11
月
７
日
（
月
）
か
ら
18
日
（
金
）
ま
で

８：

30
〜
17：

15

※
土
・
日
・
祝
祭
日
は
除
く

入
居
日

11
月
下
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

募
集
条
件

①
高
齢
者
世
帯
（
満
60
歳
以
上
）
で
あ
る
こ
と
。

②
入
居
所
帯
の
収
入
合
算
が
法
令
で
定
め
ら
れ
た
基

準
以
内
で
あ
る
こ
と
。

③
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
こ
と
。

家
　
　
賃

約
１
万
６
千
円
〜
２
万
６
千
円

申
込
有
効
期
間

翌
年
３
月
31
日
ま
で

※
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
せ
は

建
築
住
宅
課
住
宅
管
理
係
　

53
―
８
４
２
９
　

平
成
17
年
度
「
税
に
関
す
る
標
語
」
の

入
選
者
が
決
ま
り
ま
し
た

市
内
の
小
中
学
生
１，

８
３
４
人
か
ら
応
募
が
あ

り
、
審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
２
点
、
入
賞
28
点
が

選
ば
れ
ま
し
た
。
最
優
秀
賞
は
次
の
と
お
り
で
す
。

小
学
生
の
部
　
小
丸
山
小
６
年
　
留
木
　
紗
彩
さ
ん

「
税
金
で
　
豊
か
な
暮
ら
し
　
明
る
い
未
来
」

中
学
生
の
部
　
北
嶺
中
３
年
　
磯
野
　
和
香
さ
ん

「
税
金
を
　
納
め
て
築
く
　
夢
・
未
来
」

※
七
尾
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会
（
税
務
課
内
）

53
―
８
４
１
４

国
勢
調
査
　
た
だ
い
ま
集
計
中
！

調
査
票
へ
の
ご
記
入
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
調
査
票
は
、
厳
重
な
管
理
の
も
と
、
た

だ
い
ま
集
計
中
で
す
。

年
内
に
は
速
報
結
果
と
し
て
七
尾
市
と
、
日
本
の

２
０
０
５
年
10
月
１
日
現
在
の
人
口
が
明
ら
か
に
な

り
ま
す
。
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

※
総
務
課
　

53
―
１
１
１
１

確
定
申
告
・
年
末
調
整
に
は
社
会
保
険
料

控
除
証
明
書
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す

所
得
税
法
等
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
17
年

分
所
得
の
申
告
か
ら
、
国
民
年
金
保
険
料
に
か
か
る

社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
申
告
す
る
場
合
に
、
納
付

（
見
込
み
を
含
む
）
し
た
保
険
料
を
証
明
す
る
書
類

（
領
収
証
書
等
）
の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

控
除
証
明
書
（
ハ
ガ
キ
）
の
送
付
に
つ
い
て

①
1
月
〜
9
月
末
日
ま
で
に
納
め
た
方

11
月
上
旬
に
社
会
保
険
庁
か
ら
送
付

②
10
月
以
降
に
初
め
て
納
め
た
方

翌
年
2
月
上
旬
に
社
会
保
険
庁
か
ら
送
付

証
明
額
に
つ
い
て

本
年
１
月
〜
９
月
末
日
ま
で
に
納
付
し
た
保
険
料

額
と
、
年
内
に
見
込
ま
れ
る
納
付
額

※
お
問
い
合
わ
せ
は

七
尾
社
会
保
険
事
務
所
　

53
―
６
５
１
１

個
人
事
業
税
の
納
期
限
は
11
月
30
日
で
す

個
人
事
業
税
の
納
期
限
が
、
近
づ
い
て
い
ま
す
。

最
寄
り
の
金
融
機
関
で
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

※
石
川
県
総
務
部
税
務
課

０
７
６
―
２
２
５
―
１
２
７
２

募
　
　
　
集

募
　
　
　
集

平成17年９月30日現在

市の人口
先月比較

世　帯 21,714世帯 （ 12）

人　口 62,839人 （△73）

男 29,805人 （△31）

女 33,034人 （△42）

転　入　068人 転　出　126人

出　生　031人 死　亡　048人

その他　　2人

--------------------------------------

納税のお知らせ
国民健康保険税　　５　期

☆納期限は11月30日（水）です。

--------------------------------------

愛の献血
11月24日（木）・25日（金）

公立能登総合病院 13：30～16：00

11月25日（金）

JA共済連石川七尾支所

10：00～12：00

11月30日（水）

七尾市役所 10：00～12：00

13：00～16：00

16

く
　
ら
　
し

く
　
ら
　
し
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情報
ランド

17

下
水
道
加
入
者
で
井
戸
水
を

使
用
し
て
い
る
方
へ

子
メ
ー
タ
ー
が
な
い
場
合
は
・
・
・
。

家
庭
用
の
下
水
道
使
用
料
は
、
世
帯
人
数
等
で
計

算
し
て
い
ま
す
。
変
更
の
あ
る
方
は
、
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

※
届
け
出
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

料
金
業
務
課

68
―
６
３
１
７
・
七
尾
分
室

53
―
８
４
３
１

中
島
分
室

66
―
２
３
４
１
・
能
登
島
分
室

84
―
１
１
７
７

『
認
知
症
は
防
げ
る
・
治
せ
る
』
講
演
会

〜
認
知
症
（
ボ
ケ
）
だ
っ
て
早
期
発
見
す
れ
ば
、

早
期
治
療
が
で
き
る
！
〜

認
知
症
に
つ
い
て
、
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

日
　
　
時

11
月
16
日
（
水
）
14：

00
〜
15：
30

会
　
　
場

七
尾
サ
ン
ラ
イ
フ
プ
ラ
ザ
　
中
ホ
ー
ル

講
　
　
師

浜
松
医
科
大
学
講
師
・
臨
床
心
理
士

高
槻
　
絹
子
　
先
生

入
場
料

無
料

※
お
問
い
合
わ
せ
は

健
康
推
進
課
　

53
―
３
６
２
３

日
本
脳
炎
予
防
接
種
（
第
３
期
）
の
廃
止

厚
生
労
働
省
よ
り
、
７
月
29
日
付
で
日
本
脳
炎
予

防
接
種
（
第
３
期
）
廃
止
の
通
知
が
あ
り
ま
し
た
。
現

在
お
持
ち
の
接
種
券
は
各
自
で
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者

14
歳
以
上
16
歳
未
満
の
方

※
お
問
い
合
わ
せ
は

健
康
推
進
課
　

53
―
３
６
２
３

カ
ン
タ
ン
♪
野
菜
料
理
レ
シ
ピ
募
集
！

野
菜
不
足
解
消
を
目
指
し
、
「
カ
ン
タ
ン
♪
野
菜

料
理
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
ご
自

慢
の
レ
シ
ピ
の
応
募
を
多
数
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

応
募
内
容

（
１
人
何
点
で
も
応
募
可
能
）

野
菜
を
２
種
類
以
上
使
用
し
、
短
時
間
で
簡
単
に

調
理
で
き
る
料
理
レ
シ
ピ

（
野
菜
以
外
の
食
材
の
利
用
Ｏ
Ｋ
！
）

応
募
資
格

七
尾
市
民
及
び
、
市
内
に
通
学
・
通
勤

し
て
い
る
方

応
募
方
法

市
役
所
・
各
支
所
・
各
保
健
セ
ン
タ
ー

等
に
設
置
し
て
あ
る
応
募
用
紙
で
申
し
込
む
こ
と
。

応
募
用
紙
は
、市
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

応
募
締
切

11
月
30
日
（
水
）

入
賞
発
表

最
優
秀
賞
１
点
、
優
秀
賞
３
点
、
佳
作
６
点

※
応
募
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

〒
９
２
６
―
８
５
５
０

本
府
中
町
ヲ
部
38
番
地
　
健
康
推
進
課

53
―
３
６
２
３
　

53
―
２
７
４
８

七
尾
養
護
学
校
体
験
入
学
・

寄
宿
舎
体
験
の
ご
案
内

養
護
学
校
に
お
け
る
教
育
に
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
、体
験
入
学
・
寄
宿
舎
体
験
を
行
い
ま
す
。

日
　
　
時

11
月
30
日
（
水
）
10：

00
〜
15：

00

場
　
　
所

石
川
県
立
七
尾
養
護
学
校

そ
の
他

午
前
・
午
後
だ
け
の
参
加
も
可

※
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は

石
川
県
立
七
尾
養
護
学
校
　

57
―
１
２
４
４

人
権
・
同
和
問
題
講
演
会

〜
12
月
４
日
か
ら
12
月
10
日
は
人
権
週
間
〜

「
育
て
よ
う
　
一
人
一
人
の
　
人
権
意
識
」

日
　
　
時

12
月
４
日
（
日
）

13：

00
〜
　
人
権
啓
発
標
語
入
賞
者
表
彰
式

13：

30
〜
　
講
演
会

演
　
　
題

�
輝
け
い
の
ち
�

「
知
的
障
害
者
の
長
女
と
共
に
生
き
生
か
さ
れ
て
」

講
　
　
師

タ
レ
ン
ト
　
辻
　
イ
ト
子
氏

場
　
　
所

七
尾
サ
ン
ラ
イ
フ
プ
ラ
ザ
　
視
聴
覚
室

入
場
料

無
料

そ
の
他

市
役
所
前
か
ら
送
迎
バ
ス
運
行

（
12：

30
発
）

※
お
問
い
合
わ
せ
は

男
女
参
画
ま
ち
づ
く
り
課
　

53
―
１
１
１
２

日
韓
友
情
年
２
０
０
５

草
の
根
友
好
祭
in
七
尾

開
催
期
間

11
月
７
日
（
月
）
〜
13
日
（
日
）

場
　
　
所

七
尾
サ
ン
ラ
イ
フ
プ
ラ
ザ

①
韓
国
語
ス
ピ
ー
チ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

11
月
13
日
（
日
）
13：

00
〜

韓
国
語
の
発
表
コ
ン
テ
ス
ト
。
聴
衆
の
み
な
さ
ん

に
は
日
韓
両
国
語
の
「
原
稿
集
」
を
配
布

②
日
韓
市
民
交
流
思
い
出
の
写
真
展

11
月
７
日
〜
13
日
　
１
階
ロ
ビ
ー

七
尾
市
民
の
金
泉
市
訪
問
の
旅
の
思
い
出
な
ど

③
Ｊ
Ａ
Ｇ
Ｄ
Ａ
ハ
ン
グ
ル
ア
ー
ト
作
品
展

12
名
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
熱
い

韓
流
ブ
ー
ム

に
の
っ
て
挑
ん
だ
ユ
ニ
ー
ク
な
ハ
ン
グ
ル
ア
ー
ト

は
見
も
の
で
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

七
尾
市
韓
国
友
の
会
　

52
―
３
７
０
５(

玉
木)

福
祉
・
健
康

福
祉
・
健
康

ひ
　
ろ
　
ば

ひ
　
ろ
　
ば
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18

七
尾
市
地
域
交
流
促
進
事
業

豊
富
な
食
と
地
域
の
交
流
を
深
め
よ
う

日
　
　
時

12
月
11
日
（
日
）
９：

30
〜

集
　
　
合

七
尾
市
役
所
前
（
９：

15
）

行
き
先

中
島
町
瀬
嵐
　
木
村
カ
キ
養
殖
場

能
登
島
　
案
山
子
窯
・
能
登
カ
フ
ェ
　

体
験
内
容

カ
キ
む
き
体
験
、
地
元
住
民
と
交
流
、

陶
芸
体
験

募
集
定
員

20
名

☆
定
員
を
超
え
た
場
合
、
抽
選
と
な
り
ま
す
。

参
加
費

大
人
　
千
円
、
中
学
生
以
下
　
五
百
円

※
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は

農
林
課
　

53
―
８
４
２
２

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

市
で
は
、
七
尾
市
社
会
福
祉
大
会
の
運
営
・
実
施

に
関
し
て
、
市
民
委
員
会
を
設
置
し
、
委
員
の
一
部

を
公
募
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
大
会

に
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

募
集
人
数

若
干
名

任
　
　
期

平
成
17
年
12
月
１
日
〜

平
成
19
年
３
月
31
日

応
募
資
格

七
尾
市
在
住
の
満
20
歳
以
上

（
平
成
17
年
12
月
１
日
現
在
）

応
募
方
法

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号

を
記
入
し
、
福
祉
課
ま
で
郵
送
（
ハ
ガ
キ
可
）

応
募
締
切

11
月
30
日
（
水
）

決
定
方
法

面
談
に
よ
る

※
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は

〒
９
２
６
―
８
６
１
１

袖
ヶ
江
町
イ
部
25
番
地

福
祉
課
　

53
―
８
４
１
８

ピ
ア
ノ
大
好
き
コ
ン
サ
ー
ト
出
演
者
募
集

脚
本
・
司
会
な
ど
全
て
自
分
た
ち
で
演
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ス
タ
ン
ウ
ェ
イ
ピ
ア
ノ
で
あ
な
た

だ
け
の
音
色
を
奏
で
て
み
ま
せ
ん
か
。
コ
ン
ク
ー
ル

で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、お
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。

日
　
　
時

12
月
11
日
（
日
）
10：

00
〜

場
　
　
所

七
尾
サ
ン
ラ
イ
フ
プ
ラ
ザ
　
大
ホ
ー
ル

参
加
費

１
人
千
円

申
込
締
切

11
月
20
日
（
日
）

持
ち
時
間

７
分
以
内
（
２
曲
ま
で
）

※
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は

七
尾
市
公
共
施
設
管
理
公
社
　

53
―
１
１
６
０

林
道
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
参
加
者
募
集

豊
か
な
自
然
に
触
れ
な
が
ら
、
「
林
道
城
石
線
」

を
歩
き
ま
せ
ん
か
？

日
　
　
時

12
月
４
日
（
日
）
９：

00
〜
15：

00

コ
ー
ス

多
根
町→

石
動
山

対
象
者

七
尾
市
お
よ
び
中
能
登
町
在
住
の
方

参
加
費

５
０
０
円

募
集
人
員

60
名

申
込
締
切

11
月
22
日
（
火
）

☆
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

※
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は

農
林
課
　

53
―
８
４
２
２

ふ
る
さ
と
タ
ク
シ
ー
の
運
賃
が
変
更
さ
れ
ま
し
た

能
登
空
港
と
各
地
を
結
ぶ
、
「
ふ
る
さ
と
タ
ク
シ

ー
」
の
料
金
が
10
月
１
日
か
ら
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

七
尾
市
・
中
能
登
町←→

能
登
空
港

変
更
前

片
道
　
１，

０
０
０
円

変
更
後

片
道
　
１，

３
０
０
円

※
お
問
い
合
わ
せ
は
　
観
光
課
　

53
―
８
４
２
４

お
正
月
飾
り
手
作
り
講
座

手
作
り
の
お
正
月
飾
り
で
新
年
を
迎
え
ま
せ
ん
か
。

日
　
　
時

12
月
15
・
22
・
27
日
　
全
３
回

19：

00
〜
20：

30

場
　
　
所

七
尾
サ
ン
ラ
イ
フ
プ
ラ
ザ
　
23
会
議
室

内
　
　
容

切
り
絵
で
蓬
莱
・
玄
関
輪
飾
り
・

ミ
ニ
門
松

参
加
費

２，

６
０
０
円
（
材
料
費
含
む
）

定
　
　
員

20
名
程
度

申
込
締
切

11
月
30
日
（
水
）

※
お
申
し
込
み
は

ア
ミ
ー
ク
ス
七
尾
（
七
尾
地
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
）

53
―
３
６
６
１

そ
ば
打
ち
と
お
茶
会

そ
ば
打
ち
体
験
と
、
山
芋
を
す
っ
て
と
ろ
ろ
ソ
バ

を
食
し
ま
せ
ん
か
。
秋
の
景
色
を
感
じ
な
が
ら
、
多

根
の
豊
か
な
自
然
に
触
れ
、
和
の
気
分
を
満
喫
し
ま

し
ょ
う
。

日
　
　
時

11
月
20
日
（
日
）
９：

30
〜
15：

00

場
　
　
所

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
山
び
こ
荘
　

参
加
費

１，

５
０
０
円
（
昼
食
付
き
）

募
集
定
員

30
名

募
集
締
切

11
月
15
日
（
火
）

※
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
山
び
こ
荘
　

57
―
０
０
２
２

あ
け
ぼ
の
幼
稚
園
作
品
展
・
バ
ザ
ー
開
催
！

日
　
　
時

11
月
13
日
（
日
）
10：

00
〜
13：

30

場
　
　
所

あ
け
ぼ
の
幼
稚
園
（
山
王
小
学
校
内
）

内
　
　
容

園
児
の
作
品
展
・
模
擬
店
・
バ
ザ
ー

※
お
問
い
合
わ
せ
は

あ
け
ぼ
の
幼
稚
園
　

53
―
０
０
２
９

七尾広報11月号PDF  05.10.28 10:43 AM  ページ 18



情報
ランド

19

能
路
市
場
開
催
！

日
　
　
時

11
月
13
日
（
日
）
・
27
日
（
日
）

９：

00
〜
14：

00

場
　
　
所

中
心
市
街
地
御
祓
川
　
亀
橋
〜
泰
平
橋

※
情
報
処
し
る
べ
蔵
　

＆

52
―
１
２
３
１

写
真
展
「
花は
な

の
香か

通ど
お

り
」
＆

「
モ
ダ
ン
ア
ー
ト
押
花
展
と
体
験
会
」
開
催
!!

日
時
・
場
所

11
月
12
日
（
土
）
〜
18
日
（
金
）

パ
ト
リ
ア
　
４
階

11
月
19
日
（
土
）
〜
27
日
（
日
）

能
登
食
祭
市
場
　
モ
ン
ト
レ
ー
ホ
ー
ル

体
験
会
（
モ
ン
ト
レ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
！
）

①
押
花
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
タ
ン
ド（
製
作
時
間
10
分
）

11
月
20
日
（
日
）
材
料
費
８
０
０
円

11：

00
〜
13：

00
・
14：

00
〜
16：
00

②
押
花
絵
額
（
各
20
名
限
定
・
製
作
時
間
30
分
）

11
月
26
日
（
土
）
材
料
費
２，

０
０
０
円

11：

00
〜
13：

00
・
14：

00
〜
16：

00

指
導
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

川
端
　
彗
信

す
い
し
ん

氏

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は

元
気
な
な
お
仕
事
塾
　

52
―
１
２
３
１

多
胎
児
家
庭
の
悩
み
を
サ
ポ
ー
ト
！

〜
い
し
か
わ
多
胎
ネ
ッ
ト
講
演
会
〜
　
入
場
無
料
！

日
　
　
時

11
月
26
日
（
土
）
13：

30
〜
17：

00

場
　
　
所

能
登
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル

講
　
　
師

金
沢
大
学
　
志
村
　
恵
氏
ほ
か

託
　
　
児

有
り
（
事
前
の
申
込
み
が
必
要
）

※
お
問
い
合
わ
せ

能
登
北
部
保
健
セ
ン
タ
ー

健
康
推
進
課

０
７
６
８
―
22
―
２
０
１
１

七
尾
鹿
島
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
し
て
い
る
方
、
し
よ
う
と
思
っ
て

い
る
方
、
み
ん
な
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
　
　
時

11
月
26
日
（
土
）
10：

00
〜

会
　
　
場

七
尾
サ
ン
ラ
イ
フ
プ
ラ
ザ
　
中
ホ
ー
ル

①
講
演
会
　
10：

00
〜

「
子
ど
も
の
笑
顔
に
支
え
ら
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」

〜
青
年
海
外
協
力
隊
に
参
加
し
て
〜

講
師
　
七
尾
市
役
所
男
女
参
画
ま
ち
づ
く
り
課
勤
務

番
匠
　
佳
子
氏

②
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
　
11：
30
〜

福
祉
施
設
な
ど
の
手
作
り
品
の
販
売

※
お
問
い
合
わ
せ
は

七
尾
・
鹿
島
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会

68
―
６
６
１
７

ア
ク
ア
リ
ウ
ム
・
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ

〜
ブ
ラ
イ
ダ
ル
カ
ッ
プ
ル
募
集
〜

の
と
じ
ま
水
族
館
で
は
、
結
婚
式
を
挙
げ
る
カ
ッ

プ
ル
に
場
所
を
提
供
し
ま
す
。
新
婚
の
ゴ
マ
フ
ア
ザ

ラ
シ
や
イ
ロ
ワ
ケ
イ
ル
カ
達
に
囲
ま
れ
て
の
ロ
マ
ン

テ
ィ
ッ
ク
な
結
婚
式
を
行
い
ま
せ
ん
か
？

使
用
場
所

の
と
じ
ま
水
族
館
内
の
希
望
場
所

使
用
料

無
料

（
た
だ
し
、
挙
式
を
す
る
カ
ッ
プ
ル
、
参
列
者
の

方
は
事
前
に
入
場
券
の
購
入
が
必
要
。）

☆
詳
細
は
、
水
族
館
の
Ｈ
Ｐ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

県
民
ふ
れ
あ
い
公
社

０
７
６
―
２
６
８
―
６
２
２
４

の
じ
・
ま
ー
け
っ
と

厚生労働省

 子どもを虐待から守るための５か条
１「おかしい」と感じたら迷わず連絡（通告）（通告は義務＝権利）
２「しつけのつもり・・・」は言い訳（子どもの立場で判断）
３  ひとりで抱え込まない（あなたにできることから即実行）
４  親の立場より子どもの立場（子どもの命が最優先）
５  虐待はあなたの周りでも起こりうる
　　（特別なことではない）

わたしたちの
町の

相談機関
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◎児童館情報（主な行事）

七尾サンライフ児童センター
53－5486
………………

親子フォークダンス
………………

育児用品リサイクルショップ
………………

リトルリトミック
………………

お誕生会
………………

もこもこのお話会
…………………

折り紙ギャラリー

北大呑児童館 59－1250
………………………

絵本の読み聞かせ
………………………

ウォーキング
………………………

楽しいゲーム
………………………………………

10：00～　書道教室
14：00～　卓球教室

………………………………………

10：00～　移動児童館（南大呑保育園）
14：00～　クッキング

御祓児童館 53－1397
………………………

将棋教室　興味がある子集まれ～！
………………………

親子リトミック＆子育て相談
………………………

おいしくて簡単！　おやつ作り教室
………………………

紙芝居劇場・ティータイム
………………………

素敵な箱を作ろう！　折り紙教室
………………………

手話教室　手話で歌おう！

田鶴浜児童館 68－3650
………………………

中学生による絵本の読み聞かせ
………………………

伝承遊び「青竹遊び」
………………………

勤労感謝の日　働く人に手紙を書こう！
………………………

ビーズを作ろう！
………………………

ジャンボカルタを作ろう！
………………………

ハンドベースボール大会
15：00～11月30日（水）

15：00～11月24日（木）～30日（水）

15：00～11月19日（土）

15：00～11月17日（木）～21日（月）

15：00～11月16日（水）

15：00～11月９日（水）

14：00～11月19日（土）

15：00～11月16日（水）

15：00～11月13日・27日（日）

13：30～11月12日（土）

10：30～11月10日（木）

14：30～11月毎週土曜日

11月26日（土）

11月19日（土）

14：00～11月13日（日）

10：00～11月12日（土）

10：00～11月11日（金）

11月５日（土）～26日（土）

11:00～12:0011月17日（木）

11:00～12:0011月16日（水）

11:00～12:0011月11日（金）

11:00～12:0011月９日（水）

11:00～12:0011月８日（火）
市
民
伝
言
板

品
物
を
ゆ
ず
り
た
い
方
、
ゆ
ず
っ
て
ほ
し
い
方
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
※
無
料
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

●
●
ゆ
ず
り
ま
す

冷
蔵
庫
（
２
ド
ア
）、
テ
レ
ビ
（
14
イ
ン
チ
）、
ビ
デ

オ
デ
ッ
キ
、
子
供
用
自
転
車
、
カ
ー
テ
ン
、
学
習
机
、

滑
り
台
、
パ
イ
プ
ベ
ッ
ド
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

（
６
ヶ
月
以
降
用
）、
ク
ー
フ
ァ
ン
、
男
児
服
（
100
㎝
）、

ア
イ
ロ
ン
、
学
習
机
、
洋
服
ダ
ン
ス
、
マ
ッ
サ
ー
ジ

機
　
ほ
か

●
●
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
、
オ
ー
ブ
ン
レ
ン
ジ
、
電
子
レ
ン
ジ
、

電
動
ベ
ッ
ド
、
ハ
ン
ガ
ー
ポ
ー
ル
、
自
転
車
、
チ
ル

ホ
ー
ル
、
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ー
ト
、
柔
道
着
（
150
㎝
）、

パ
ソ
コ
ン
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
（
新
生
児
用
）、

食
卓
テ
ー
ブ
ル
、
原
付
バ
イ
ク
、
着
物
（
女
児
四
つ

身
、
色
留
袖
、
訪
問
着
）

ほ
か

男
女
参
画
ま
ち
づ
く
り
課

�
53
―
１
１
１
２

図書館・電話番号 開館時間 休館日

中央図書館　　�53-0583
（小丸山公園下）

９：３０～１８：００
（土・日９：３０～１７：００）

毎週月曜日
祝日、毎月末日

本府中図書館　�53-3662
（七尾サンライフプラザ内）

１０：００～１８：００
（土・日１０：００～１７：００）

毎週月曜日
祝日、毎月末日

田鶴浜図書館　�68-6785
（サンビーム日和ヶ丘内）

１０：００～１８：００
（土・日１０：００～１７：００）

毎週火曜日
祝　日

中島図書館　　�66-8000
（中島文化センター内）

１０：００～１８：００
（土・日１０：００～１７：００）

毎週月曜日
祝　日

能登島図書館　�84-1115
（能登島生涯学習総合センター）９：００～１７：００ 祝　日

「愛し続けるのは無理である。」
内館　牧子
講談社

「さようなら、私の本よ！」
大江健三郎
講談社

「ももこタイムス」
さくらももこ

集英社

「アカシア」
辻　仁成
文藝春秋

「凍」
沢木耕太郎／新潮社

「女形」
不知火京介／講談社

「月とよしきり」
津本　陽／集英社

「陰陽師　瀧夜叉姫　上・下」
夢枕　獏／文藝春秋

☆ 図書館からのお知らせ

中央図書館は、11月３日と23日

は祝日開館します。

開館時間は、９:30から17:00です。

ぜひご利用ください。

田鶴浜図書館は月曜も開館しています。どうぞご利用下さい。（火曜休館）

20
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所得税・市県民税の税制改正のお知らせ　
平成17年分所得税および平成18年度市県民税から、65歳以上の方に対する課税が大幅に変更になります。これまでは

非課税だった方が課税されたり、市県民税の申告でよかった方が、所得税の確定申告をする必要が生じたりします。

主な税制改正の内容は次のとおりです。
■老年者控除の廃止
年齢65歳以上で、合計所得金額が1,000万円以下の方に対する老年者控除（所得税50万円、市県民税48万円）が
廃止になります。

■公的年金等控除の改正
公的年金等控除のうち、65歳以上の方の上乗せ措置が廃止されます。ただし、最低控除額70万円に50万円を加
算し、120万円とする特例措置が講じられます。（公的年金等の収入金額の合計額が120万円までの場合は、所得
金額はゼロとなります。）

■65歳以上の非課税措置の廃止（市県民税）
年齢65歳以上で前年の合計所得金額が125万円以下の方に対する個人市県民税の非課税措置が廃止されます。た
だし、平成17年１月１日において65歳に達していた方（昭和15年１月２日以前に生まれた方）で、前年の合計
所得金額が125万円以下の方については経過措置があります。

■定率減税の縮減
平成18年(度)分から定率減税が２分の１に縮減されます。

【年末調整説明会のお知らせ】
給与支払者（源泉徴収義務者）の方々を対象に、平成17年分の年末調整説明会を開催します。
日　時　11月18日（金） ①９：30～11：30 ②13：30～15：30
場　所　七尾サンライフプラザ　中ホール ※お問い合わせは　税務課市民税係　 53－8412

11
月
11
日
〜
17
日
は
、

税
を
考
え
る
週
間
で
す
。

私
た
ち
が
納
め
て
い
る
大
切
な
税
や
そ
の
ゆ
く
え
に
つ
い
て
、

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

私
た
ち
が
安
心
し
て
生
活
し
て
い
く
た
め
に
、

あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
税
金
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
こ
の
社
会あ

な
た
の
税
が

い
き
て
い
る
。」

小
中
学
生
に
よ
る
「
税
に
関
す
る
作
品
」
の
展
示

期
　
間
　
11
月
11
日
（
金
）
〜
11
月
17
日
（
木
）
税
を
考
え
る
週
間

場
　
所
　
パ
ト
リ
ア
５
階

税
理
士
に
よ
る
無
料
税
務
相
談
会
の
開
催

日
　
時
　
11
月
13
日
（
日
）
10：

00
〜
15：

00

（
12：

00
〜
13：

00
を
除
く
）

場
　
所
　
パ
ト
リ
ア
５
階
　
フ
ォ
ー
ラ
ム
七
尾

ア
ル
・
プ
ラ
ザ
鹿
島
　
セ
ン
ト
ラ
ル
コ
ー
ト

※
お
問
い
合
わ
せ
は
　
七
尾
税
務
署

52
―
３
３
８
２

平
成
17
年
度
「
納
税
者
感
謝
の
集
い
」
を
開
催
し
ま
す

日
　
時
　
11
月
15
日
（
火
）
14：

00
〜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
　
場
　
七
尾
市
役
所
　
２
０
１
会
議
室

内
　
容
　
・
納
税
活
動
組
合
功
労
者
表
彰
式

・
「
税
に
関
す
る
標
語
」
入
賞
者
表
彰
式

・
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

（
津
軽
三
味
線
昭
実
会
　
原
田
　
実
氏
に
よ
る
演
奏
）

※
お
問
い
合
わ
せ
は
　
納
税
課
　

53
―
８
４
１
３

区　分 17年度まで 平成18年度 平成19年度 平成20年度以降

市県民税 非課税
均等割　1,300円 均等割　2,600円 均等割　4,000円

所得割　1/3課税 所得割　2/3課税 所得割　全額課税

区　分 平成17年（度）まで 平成18年（度）

所 得 税 20％相当額（限度額25万円） 10％相当額（限度額12万５千円）

市県民税 15％相当額（限度額４万円） 7.5％相当額（限度額２万円）
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わが家のアイドルでは、４歳未満のお子さんを募集しています。４歳未満のお子さんを募集しています
秘書広報課まで、お気軽にお申し込みください。�53-1110

徳永
とくなが

陽
ひ

友
ゆう

くん
平成16年8月5日生まれ

（父　弘康　母　京子　一本杉町）

太陽のようにキラキラ輝くように、人

に好かれる子に、と願って名付けました。

心豊かな子に育ってね。

小
こ

林
ばやし

きあらちゃん
平成15年4月1日生まれ

（父　淳一　母　幸子　小島町）

しゃぼん玉遊びに、夢中の「きあら」

です。かけっこも速くなりました。

少々、お転婆ですが、元気に明るく優

しい女の子になってねぇ!!★

第
３
回
公
演
時
に
、
友
人
の
劇
団
活
動
を

見
学
し
て
い
る
う
ち
に
、
な
ぜ
か
？
出
演
す

る
こ
と
に
な
り
、
い
つ
の
ま
に
か
町
民
劇
団

「
劇
団
Ｎ
」
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
今
回
が

６
回
目
の
出
演
に
な
り
ま
す
。
自
分
と
違
う

人
物
を
演
じ
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
す
が
、

み
ん
な
で
舞
台
を
創
り
あ
げ
る
こ
と
は
と
て

も
た
の
し
い
こ
と
で
す
。
今
回
の
公
演
は

「
ホ
ー
ム
コ
メ
デ
ィ
」
な
の
で
、
日
常
に
お
こ

る
か
も
し
れ
な
い
お
話
で
す
。
観
客
の
方
に

一
緒
に
楽
し
ん
で
何
か
を
感
じ
て
も
ら
え
る

舞
台
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ

ん
で
、
観
に
来
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、「
劇
団
Ｎ
」
は
、
セ
ッ
ト
や
小
道
具

制
作
も
自
分
た
ち
で
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

舞
台
を
見
て
興
味
を
持
っ
た
方
、
演
劇
に
興

味
の
あ
る
方
、
私
た
ち
と
一
緒
に
舞
台
づ
く

り
を
し
ま
せ
ん
か
？
役
者
だ
け
で
な
く
ス
タ

ッ
フ
と
し
て
の
活
動
も
大
歓
迎
で
す
！
ぜ
ひ
、

ご
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

川　端　　　恵 さん
か わ ば た た 　 め ぐ み

市内在住
第８回公演「のど元過ぎれば熱くなる!?」の
公演に向け練習、舞台セット作りに大忙し。

七尾 ・ ・ヒト
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わが家のア
秘書広報課

“An apple a day, keeps the doctor

away.（毎日りんごを食べると病気にかからな

い）”と言うことわざがアメリカに有ります。

みなさんは聞いた事があるでしょうか。実は今

回、食欲の秋にふさわしく、りんご狩りを能登

島別所町の野口りんご園で体験してきました。

りんごを枝から採る時は枝から折って採ると

思っていたのですが、実際はりんごを手にとっ

て持ち上逆さまにするようにすると簡単に枝か

ら採れます。私は大きなフジりんごを狙ってと

り、ガブリと齧
かじ

りました。りんご独特の甘味と

酸味が口と鼻いっぱいに広がりました。美味し

いので芯までしっかり食べてお腹いっぱいにな

りました。

野口りんご園では主にフジが生産されていま

すが、他にも色々な種類のりんごを生産してい

ます。りんごについていろいろと教えてもらい

ました。

私はりんごが熟れると赤くなると思い込んで

いましたが、実はりんごは日光に当たって赤く

なるそうです。つまり、赤みはりんごの「日焼

け」で、甘さは関係ないそうです。また、フェ

ロモンを出す針金を枝につけることによって、

殺虫剤をあまり使わなくても害虫が寄ってこな

くなるそうです。アメリカのりんごには殺虫剤

やワックスが多く使われているので、この技術

をぜひ使ってほしいと思いました。能登島の自

然に囲まれながら食べるりんごは最高でした。

みなさんも是非とも体験して頂きたいです！

今回の体験先今回の体験先

野口りんご園（能登島別所町）
入園料200円　りんご１㎏　約400円
体験　要予約　�８５－２５３３

りんご
狩り

国際交流イベント

外国人のためのお寿司教室！！
日本料理教室 ――――――――――――＊

日　　時：11月18日（金） 18：30～

講　　師：田中政臣（和倉温泉旅館勤務）

場　　所：フォーラム七尾　調理室

内　　容：お寿司・魚の下ろし方など

参 加 費：1,500円

定　　員：12名

参加対象：外国人のみの参加となります。

伝統的なアメリカンディナー ――＊

日　　時：12月2日（金） 18：30～

講　　師：べレン・トーレス

場　　所：サンライフプラザ　栄養実習室

参 加 費：1,000円

定　　員：24名

☆お申し込み方法は、お問い合わせください。

定員になり次第締め切らせていただきます。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

※お申し込み・お問い合わせは

（電話、ファックス、E-mailにて。）

男女参画まちづくり課　国際交流係

�53―8448 �54―8117

E-mail：international@city.nanao.lg.jp
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元
気
な
な
お
仕
事
塾
「
シ
ン
ボ
ル

ロ
ー
ド
花
い
っ
ぱ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
一
員
で
す
★
今
月
、
写
真
展

と
押
花
展
を
開
催
し
ま
す
★
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
は
、
そ
の
名
の
と
お
り
、

七
尾
駅
前
と
食
祭
市
場
を
結
ぶ
通
り

を
花
で
い
っ
ぱ
い
に
す
る
と
い
う
大

き
な
夢
が
あ
り
ま
す
★
私
自
身
、
通

り
の
近
く
に
住
ん
で
い
る
の
で
、
夢

が
現
実
に
な
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
★
今
回
ご
協
力
く
だ
さ
る

押
花
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
川
端
彗
信

す
い
し
ん

さ

ん
の
作
品
展
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す

（
春
木
）

朝
晩
め
っ
き
り
寒
く
な
っ
て
、
冬

の
訪
れ
が
近
い
こ
と
を
感
じ
さ
せ
ら

れ
ま
す
◆

寒
が
り

の
わ
が
家
で

は
、
す
で
に
暖
房
器
具
の
設
置
を
終

え
ま
し
た
◆
地
球
温
暖
化
防
止
の
た

め
、
ク
ー
ル
ビ
ズ
に
対
し
て
ウ
ォ
ー

ム
ビ
ズ
と
い
う
も
の
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
◆
で
き
る
だ
け
暖
房
器
具
を
使

わ
な
い
よ
う
に
、
暖
か
い
格
好
で
過

ご
そ
う
、
と
心
が
け
る
よ
う
に
思
っ

て
い
ま
す
が
…
◆
体
調
に
合
わ
せ
た

工
夫
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
　

（
齊
藤
）

●チケットのお求め、お問い合わせは

　�演劇の町振興事業団
　�66-2323　�66-2326

新七尾市男女共同参画宣言都市記念式典
■と　き　11月26日（土）13:30～16:00

■ところ　能登演劇堂
男女がお互いの人権を尊重しながら社会のあらゆる分野に参画

し、すべての人がきらめく「ななお」をめざしましょう！

○記念式典・「宣言文」朗読
○記念公演・演劇で気付く男女共同参画!!

笑いと涙のホームコメディドラマ

出演：七尾市中島町民劇団「劇団N」

★能登演劇堂までの送迎バスを運行します。
お問い合わせは
男女参画まちづくり課（フォーラム七尾内）�52-5222

「七尾市男女共同参画社会」
シンボルマークが決定！
石川県男女共同参画推進員（七尾地区）主催に
よるシンボルマークの募集が行われました。最
優秀作品については、市の男女共同参画社会の

実現をめざしていく上で、活用していきます。

最優秀作品

羽咋工業高等学校２年　敦賀亜希さん

七尾市中島町民劇団
「劇団Ｎ」第８回公演

11月26日（土） 18:30～
11月27日（日） 13:30～
入場料1,000円

母さんが弁当屋を開業し、女性起業家に!?

父さんは猛反対!! 三人の娘たちも問題を抱え、

家族は大慌て…その結末は？

町民劇団がお贈りする笑いと涙のホームコメディードラマ!!

65才以上（ 500円）高校生以下
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